
　

日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設
以
来
の
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。
海
外
の
日
本
研
究
者
と
市
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、

原
則
月
一
回
、
年
間
十
回
程
度
、
京
都
市
内
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
、
日
文
研
を

訪
問
中
の
世
界
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
日
本
研
究
者
に
、
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
自

由
に
語
っ
て
も
ら
い
、
参
加
者
と
の
知
的
交
流
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

皆
様
の
関
心
と
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

所
長　

小
松
和
彦
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天
寿
の
域
に
い
た
る
道

　
　
　
　
　
―
―
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
を
中
心
に
─
─

　

 

　

わ
た
し
は
か
つ
て
中
医
薬
大
学
で
二
十
五
年
ほ
ど
働
い
て
い
ま
し
た
。
中
医
薬
大
学
と
は
日
本
語
で
い

う
と
漢
方
医
科
大
学
の
こ
と
で
す
。
中
国
の
漢
方
医
科
大
学
で
は
、
学
生
は
必
修
科
目
と
し
て
本
草
学
を

修
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
草
学
と
は
西
洋
医
学
の
薬
物
学
に
あ
た
る
の
で
す
が
、
中
国
で
本
草
学

と
い
え
ば
、
だ
れ
で
も
す
ぐ
李
時
珍
（
一
五
一
八
―
一
五
九
三
）
の
『
本
草
綱
目
』
と
い
う
本
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
れ
は
小
学
校
の
歴
史
教
科
書
で
教
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
李
時
珍
は
明
代
の
医
者
で
本
草
学

者
で
あ
り
、
中
国
で
は
本
草
学
と
い
え
ば
李
時
珍
、
李
時
珍
と
い
え
ば
本
草
学
と
い
う
ほ
ど
で
す
。
本
草

学
に
関
す
る
研
究
の
歴
史
は
古
い
時
代
に
ま
で
遡
り
、
関
連
す
る
著
作
も
た
い
へ
ん
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
明
代
に
至
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
本
草
学
研
究
を
集
大
成
し
た
の
が
李
時
珍
で
す
。
李
時
珍
の
『
本
草

綱
目
』
は
古
代
中
国
最
大
の
科
学
研
究
成
果
の
一
つ
で
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
か
つ
て
『
本
草
綱
目
』
を
古
代

中
国
の
百
科
事
典
と
称
え
ま
し
た
。

　

『
本
草
綱
目
』
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
江
戸
時
代
で
す
が
、
当
時
の
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
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ま
し
た
。
江
戸
時
代
は
鎖
国
の
時
代
で
す
か
ら
、

中
国
の
書
物
は
だ
い
た
い
長
崎
か
ら
入
っ
て
き

ま
し
た
。
最
初
に
『
本
草
綱
目
』
を
手
に
入
れ

た
の
は
林
羅
山
で
す
。
羅
山
は
長
崎
で
『
本
草

綱
目
』
を
手
に
入
れ
る
と
す
ぐ
に
、
幕
府
の
初

代
将
軍
徳
川
家
康
に
献
上
し
ま
し
た
。
幕
府
の

歴
代
将
軍
、
特
に
五
代
目
の
徳
川
綱
吉
は
本
草

学
に
非
常
に
熱
心
な
人
で
し
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
『
本
草
綱
目
』
は
江
戸
時
代
に
何
度
も
開
版
さ
れ
、

今
の
言
葉
で
い
う
と
印
刷
、
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
『
本
草
綱
目
』
の
版
本
に
関
す
る
研
究
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
『
本
草
綱
目
』
の
影
響
に
よ
り
、江
戸
時
代
の
日
本
で
は
本
草
学
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、

本
草
学
の
研
究
者
が
多
く
現
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
小
野
蘭
山
、
稲
生
若
水
、
松
岡
恕
庵
、
阿
部
将
翁
、
田

村
藍
水
、
平
賀
源
内
ら
は
、
い
ず
れ
も
有
名
な
本
草
学
者
で
す
。
本
草
学
に
関
す
る
著
作
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
一
番
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
は
何
と
い
っ
て
も
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』
で
す
。 

　

貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
―
一
七
一
四
）
は
江
戸
時
代
初
期
の
朱
子
学
者
で
す
が
、
彼
が
同
時
代
の
朱
子

学
者
（
儒
学
者
）
と
区
別
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
儒
学
以
外
の
知
識
の
豊
富
さ
に
よ
る
と
い
え
ま
す
。
『
大

和
本
草
』
は
益
軒
が
七
十
九
歳
に
な
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
、
全
部
で
十
六
巻
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

益軒の筆跡と肖像

（福岡市貝原家本家所蔵）
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の
記
述
を
し
た
り
、
ま
た
中
国
に
な
い
、
日

本
だ
け
の
動
物
・
植
物
・
鉱
石
を
加
え
、
そ

の
性
質
・
産
地
・
効
用
な
ど
を
一
々
記
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
『
大
和
本
草
』
は
日
本
の

本
草
学
に
博
物
学
と
し
て
の
性
格
を
与
え
た

も
の
と
し
て
不
朽
の
名
著
で
す
。

　

わ
た
し
の
貝
原
益
軒
と
の
出
会
い
は
そ
の

『
大
和
本
草
』
で
す
。
わ
た
し
は
大
学
院
時

代
に
、
江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
日
本
思
想

史
を
専
攻
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
は
日
本
思

の
一
冊
だ
け
を
も
っ
て
し
て
も
、
彼
が
日
本
の
科
学
史
上
に
重
要
な
人
物
と
し
て
名
を
残
す
理
由
が
わ
か

り
ま
す
。
『
本
草
綱
目
』
が
完
成
し
た
一
五
七
八
年
（
一
五
九
六
年
に
上
梓
さ
れ
た
）
か
ら
『
大
和
本
草
』

の
完
成
ま
で
に
は
、
時
間
に
し
て
約
百
二
十
年
の
隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
『
大
和
本
草
』

は
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
啓
発
さ
れ
、
影
響
さ
れ
て
企
て
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貝
原
益

軒
の
独
創
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
益
軒
は
、
『
本
草
綱
目
』
に
載
っ
て
い
る
植
物
の
中
で
自
分
の
収
集
し

た
資
料
や
彼
自
身
が
観
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
『
本
草
綱
目
』
を
補
筆
す
る
形

（国立国会図書館所蔵）
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想
史
の
黄
金
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
江
戸
思
想
家
の
中
で
も
貝
原
益
軒
は
特
別
な
存
在
だ
と
思
い

ま
す
。
益
軒
は
朱
子
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
草
学
・
医
学
・
地
理
学
な
ど
を
幅
広
く
研
究
す
る
実
学

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
彼
の
著
作
の
中
で
、
「
貝
原
益
軒
は
日
本
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
だ
」

と
称
え
て
い
ま
す
。
貝
原
益
軒
は
『
大
和
本
草
』
だ
け
で
は
な
く
、
教
訓
書
な
ど
多
く
の
庶
民
向
け
の
書

物
を
著
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
儒
学
者
は
普
通
漢
文
を
用
い
ま
す
が
、
漢
文
は
儒
者
の
階
層
以
外
の
人

は
あ
ま
り
読
め
ま
せ
ん
。
貝
原
益
軒
の
教
訓
書
、
い
わ
ゆ
る
『
益
軒
十
訓
』一

は
い
ず
れ
も
和
文
の
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
書
か
れ
て
い
て
、
庶
民
的
性
格
が
非
常
に
強
い
も
の
で
す
。
『
益
軒
十
訓
』
の
書
名
・

巻
数
・
著
述
年
代
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

一　

『
家
訓
』
一
巻 
 

一
六
八
七
年

　
　

二　

『
君
子
訓
』
三
巻 
一
七
〇
三
年

　
　

三　

『
大
和
俗
訓
』
八
巻 

一
七
〇
八
年

　
　

四　

『
楽
訓
』
三
巻 

 

一
七
一
〇
年

　
　

五　

『
和
俗
童
子
訓
』
五
巻 

一
七
一
一
年

一　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
年
）
、
貝
原
益
軒
の
教
訓
書
は
東
京
女
学
館
教
授
西
田
敬
止
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
、
『
益
軒
十
訓
』

と
題
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
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六　

『
五
常
訓
』
五
巻 

一
七
一
一
年

　
　

七　

『
家
道
訓
』
三
巻 

一
七
一
二
年

　
　

八　

『
養
生
訓
』
四
巻 

一
七
一
三
年

　
　

九　

『
文
武
訓
』
三
巻 

一
七
一
六
年

　
　

十　

『
初
学
訓
』
五
巻 

一
七
一
八
年

　

『
益
軒
十
訓
』
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
『
養
生
訓
』
で
す
。
『
養
生
訓
』
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
多

く
の
人
び
と
の
〝
心
と
体
と
た
ま
し
い
〟
を
癒
し
救
う
か
の
よ
う
に
広
く
愛
読
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
養
生
」二

と
い
う
の
は
今
日
の
言
葉
で
い
う
と
健
康
管
理
に
あ
た
る
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
病

気
の
治
療
、
衛
生
、
人
間
の
生
き
方
や
余
暇
の
過
ご
し
方
、
ひ
い
て
は
不
老
長
寿
実
現
の
努
力
に
至
る
ま
で
、

豊
富
な
内
容
を
含
む
も
の
で
す
。
中
国
人
は
自
分
の
命
が
な
が
ら
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
不
老
長
寿
を
何
よ

り
も
重
視
し
ま
す
。
五
経
の
一
つ
で
あ
る
『
書
経
』
で
は
、
長
寿
が
「
五
福
（
長
寿
、
裕
福
、
無
病
無
災
、

道
を
楽
し
む
、
多
子
孫
）
」
の
第
一
位
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
五
福
に
対
す
る
「
六
極
」
と
し
て
は
若
死
に
、

二　

「
養
生
」
は
「
よ
う
せ
い
」
と
読
む
場
合
、
病
気
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
健
康
管
理
に
努
め
、
長
寿
を
保
つ
な
ど
と
い
う
意

味
を
持
ち
ま
す
が
、
「
よ
う
じ
ょ
う
」
と
読
め
ば
病
後
の
保
養
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。
現
在
で
は
「
よ
う
じ
ょ
う
」
と
読
む
の
が

一
般
的
で
す
。
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病
気
持
ち
、
心
配
性
、
貧
乏
、
醜
、
病
弱
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
不
老
長
寿
は
養
生
の
究
極
の
目
標
と
さ
れ

ま
す
。
養
生
と
い
う
概
念
は
、
中
国
で
は
相
当
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
の
『
呂
氏
春
秋
・

節
喪
』
に
、
「
生
き
る
こ
と
を
知
る
者
は
、
命
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
。
養
生
と
い
う
の
は
こ
れ
を
い
う
」

と
あ
り
、
養
生
と
い
う
言
葉
が
見
え
ま
す
。
養
生
に
関
す
る
学
説
は
多
種
多
様
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
中
国
の
伝
統
文
化
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
特
に
道
教
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
道
教
は

中
国
固
有
の
宗
教
で
、
古
代
の
民
間
信
仰
を
基
盤
に
、
神
仙
説
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
陰
陽
五
行
、
忌
諱
、

医
学
、
占
星
な
ど
の
説
や
巫
の
信
仰
を
加
え
、
仏
教
の
組
織
や
体
裁
に
な
ら
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
不
老

長
生
を
目
的
と
す
る
呪
術
的
傾
向
の
強
い
自
然
宗
教
で
す
。
そ
れ
は
、
究
極
に
は
仙
人
と
な
り
、
身
は
不

死
不
老
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

　

道
教
が
講
じ
た
い
わ
ゆ
る
仙
人
術
と
は
、
具
体
的
に
は
辟
穀
（
穀
断
ち
）
、
服
食
（
服
餌
）
、
房
中
、
導
引
、

錬
丹
な
ど
で
す
。
「
辟
穀
」
は
現
代
の
断
食
療
法
の
よ
う
な
も
の
で
、
一
定
の
期
間
何
も
食
べ
な
い
こ
と
で
、

穀
物
か
ら
生
じ
る
気
を
取
り
去
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
体
内
の
陽
気
の
純
粋
性
を
維
持
し
、
長
寿
を
達
成
し

よ
う
と
す
る
養
生
術
で
す
。
食
物
を
と
ら
な
い
で
水
分
だ
け
を
充
分
に
と
っ
て
い
る
の
で
、
体
内
の
宿
便

は
な
く
な
り
、
悪
い
毒
素
は
体
外
に
取
り
除
か
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
体
内
の
陽
気
の
純
粋
性
を
維
持

し
、
長
寿
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
「
服
食
（
服
餌
）
」
は
、
健
康
や
長
寿
を
促
進
す
る
作
用
を
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
薬
草
を
組
み
合
わ
せ
、
煎
じ
た
り
し
て
服
用
す
る
こ
と
で
す
（
服
石
と
い
う
も
の
も
あ
り
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ま
す
。
鉱
物
類
〔
丹
〕
の
服
用
に
よ
っ
て
不
老
長
生
を
は
か
る
養
生
法
で
す
）
。
従
来
の
漢
方
理
論
に
は
陰
陽

説
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
男
は
陽
で
、
女
は
陰
で
す
。
男
女
が
性
的
交
渉
を
通
じ
て
、
陰
陽
の
両
者

の
調
和
す
な
わ
ち
陰
陽
相
得
を
達
成
し
、
長
生
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
り
、
「
房
中
」
と
い
わ

れ
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
陰
陽
説
は
漢
方
理
論
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
範
囲
の
自

然
界
の
現
象
を
説
く
も
の
で
す
。
天
は
陽
で
、
地
は
陰
で
す
。
『
易
経
』
の
「
一
陰
一
陽
こ
れ
を
道
と
い
う
」

と
い
う
言
葉
は
有
名
で
す
が
、
天
地
に
も
男
女
に
も
対
立
も
あ
れ
ば
合
一
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
天
地

間
の
道
、
自
然
本
来
の
道
で
す
。
「
導
引
」
は
簡
単
に
い
う
と
、
一
種
の
健
康
体
操
あ
る
い
は
自
己
あ
ん

ま
で
す
。
導
引
の
方
法
は
は
な
は
だ
多
く
、
中
国
後
漢
の
名
医
華
佗
が
考
案
し
た
い
わ
ゆ
る
「
五
禽
之
戯
（
五

禽
戯
）
」
は
導
引
の
一
種
で
す
。
華
佗
は
名
医
で
あ
る
と
と
も
に
養
生
の
術
に
も
長
じ
て
い
て
、
百
歳
近

く
に
な
る
の
に
壮
年
の
よ
う
な
容
貌
を
し
て
い
た
の
で
、
世
間
の
人
び
と
は
彼
を
仙
人
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
本
井
子
承
『
長
命
衛
生
論
』
の
中
に
華
佗
の
「
五
禽
之
戯
（
五
禽
戯
）
」
に
関
す
る
説
明
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

吾
一
術
あ
り
五
禽
の
戯
と
名
つ
く
、
一
に
曰
虎
、
二
に
曰
鹿
、
三
に
曰
熊
、
四
に
曰
猿
（
猨
）
、

五
に
曰
鳥
、
一
に
曰
虎
は
よ
く
か
け
り
あ
る
く
な
り
、
二
に
曰
鹿
は
情
の
ふ
か
き
も
の
な
れ
ば
、
情

の
道
を
お
も
ふ
の
形
、
三
に
曰
熊
は
力
を
よ
く
す
る
も
の
に
て
心
ゆ
た
か
な
り
、
四
に
曰
猿
（
猨
）
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は
木
に
の
ぼ
り
て
、
身
を
か
ろ
く
つ
か
ふ
意
な
り
、
五
に
曰
鳥
は
高
く
と
ん
で
心
ゆ
ふ
ゆ
ふ
と
た
の

し
む
形
、
い
つ
れ
心
を
ゆ
た
か
に
し
て
、
ひ
と
り
身
を
心
よ
く
う
ご
か
し
て
、
身
を
こ
な
し
、
気
血

を
め
ぐ
ら
す
よ
ふ
に
す
る
事
に
て
是
を
五
禽
の
戯
と
い
ふ

　

虎
、
鹿
、
熊
、
猿
（
猨
）
、
鳥
の
五
種
の
動
物
の
動
き
に
な
ぞ
ら
え
、
虎
は
鋭
敏
で
素
早
い
動
き
、
鹿

は
感
情
深
い
動
き
、
熊
は
力
強
く
雄
大
な
動
き
、
猿
は
軽
快
な
動
き
、
鳥
は
悠
々
と
し
た
動
き
を
表
現
す

る
一
連
の
体
操
法
で
す
。
た
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
「
体
操
」
と
異
な
る
点
は
、
筋
肉
の
強
化
よ
り
も

呼
吸
を
深
く
大
き
く
行
っ
た
り
、
体
内
の
気
血
を
よ
ど
み
な
く
循
環
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
運

動
で
あ
る
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
、
五
つ
の
動
物
の
生
活
の
仕
方
を
真
似
て
体
を
動
か
す
の
で
す
。
た
だ

し
、
導
引
は
単
に
身
体
を
動
か
せ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
調
息
」
と
呼
ば
れ
る
呼
吸
法
や
精

神
的
な
統
制
や
安
定
を
と
も
な
い
、
体
内
の
気
の
運
用
が
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
効
用
が
あ
る
も

の
と
さ
れ
ま
す
。
調
息
と
は
息
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
呼
吸
に
か
か
わ
る
非
常
に
重
要
な
養
生
法

で
す
。
具
体
的
な
技
法
と
し
て
、
胎
息
、
服
気
、
行
気
、
錬
気
、
用
気
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
導
引
と

調
息
を
結
び
つ
け
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
体
内
の
気
血
の
循
環
を
よ
く
す
る
養
生
術
は
、
中
国
の
宋
時
代

に
入
る
と
「
八
段
錦
」
と
い
っ
た
錬
功
法
（
体
操
法
）
と
な
っ
て
一
般
に
普
及
し
、
さ
ら
に
太
極
拳
か
ら

現
代
の
気
功
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
導
引
は
非
常
に
古
く
か
ら
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、
実
際
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に
貴
族
の
間
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
最
古
の
医
学
書
『
医
心
方
』
に
も
、
導
引
に
つ
い
て
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
巻
物
『
太
上
養
生
要
訣
』
に
は
導
引
に
関
す
る
図
解
が
あ
り

ま
す
。
錬
丹
は
丹
砂
や
金
、
水
銀
な
ど
を
主
要
な
材
料
と
し
て
丹
薬
を
製
造
す
る
術
で
す
。
古
代
の
人
は

丹
砂
や
水
銀
な
ど
を
最
良
の
長
生
薬
と
見
な
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
理
解
し
に
く
い
こ
と
で
す
が
、

古
代
の
人
は
丹
砂
、
水
銀
な
ど
に
よ
る
丹
薬
を
服
用
す
れ
ば
長
生
不
老
の
仙
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
の
で
、
錬
丹
は
養
生
術
の
最
高
の
域
に
達
す
る
こ
と
と
み
な
さ
れ
た
の
で
す
。
唐
代
に
は
錬
丹
術

や
服
石
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
命
を
縮
め
て
し
ま
う
皇
帝
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
錬
丹

や
服
石
は
徐
々
に
す
た
れ
て
い
き
ま
す
。
材
料
の
入
手
が
困
難
を
き
わ
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
錬
丹
術
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ブ
ー
が
あ
り
、
ま
た
、
神
秘
主
義
的
な
色
彩
が
濃
厚
な
高
度
の
秘
技
で
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
錬
丹
の
秘
術
が
説
か
れ
た
書
物
の
中
で
は
、
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
が
特
に
有
名
で
、
当

時
お
よ
び
そ
の
後
の
養
生
説
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
、
道
教
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

葛
洪
（
字
は
稚
川
、
号
は
抱
朴
子
）
は
東
晋
の
人
で
、
若
い
時
に

儒
学
を
修
め
、
後
に
神
仙
術
を
好
み
、
そ
の
修
練
に
努
め
ま
し
た
。

晩
年
は
故
郷
の
江
南
か
ら
中
国
南
部
に
あ
る
羅
浮
山
に
入
り
、
死
ぬ

ま
で
錬
丹
や
読
書
・
著
述
に
励
み
ま
し
た
。
『
抱
朴
子
』
に
は
内
篇
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と
外
篇
が
あ
り
ま
す
。
内
篇
は
神
仙
思
想
、
外
篇
は
政
治
・
社
会
・
文
明
な
ど
を
主
題
と
し
、
内
篇
で
は

養
生
の
理
論
と
そ
の
実
践
、
不
老
長
生
の
薬
、
特
に
錬
丹
の
材
料
、
効
能
お
よ
び
丹
薬
の
名
、
製
造
法
な

ど
が
主
に
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
養
生
説
や
そ
れ
を
含
む
中
国
伝
統
医
学
を
語
る

際
に
は
、
道
教
を
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
魯
迅
先
生
は
、
「
中
国
医
学
を
知
る
に
は
、
道
教
を

理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
道
教
が
理
解
で
き
れ
ば
、
中
国
医
学
の
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

　

伝
統
的
な
養
生
説
は
道
教
か
ら
の
影
響
を
把
握
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
時
代
が
進
む

に
つ
れ
て
、
養
生
説
が
外
来
宗
教
と
し
て
の
仏
教
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
仏
教

の
教
え
は
六
道
輪
廻
か
ら
解
脱
し
、
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
し

て
自
分
を
も
他
人
を
も
救
い
、
多
く
の
人
び
と
に
施
す
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。
道
教
に
比
べ
仏
教
に
お

い
て
不
老
長
生
を
説
く
も
の
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
養
生
の
手
段
と
し
て
の
修
行
の
方
法
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
僧
侶
の
中
で
天
寿
を
全
う
す
る
者
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。
仏
教
に
お
け
る
禅
定
（
呼
吸

法
を
加
味
し
た
瞑
想
を
中
心
と
す
る
座
禅
）
、
断
食
、
素
食
（
精
進
料
理
）
、
戒
律
（
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
飲

酒
な
ど
）
の
励
行
、
あ
る
い
は
行
脚
、
肉
体
的
苦
行
な
ど
は
修
行
の
手
段
と
し
て
の
養
生
術
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
慈
悲
心
を
培
っ
た
り
「
身
心
一
如
」
の
達
成
に
努
め
た
り
す
る
の
は
、
精
神
的
に
養
生
す

る
こ
と
で
あ
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

中
国
の
養
生
説
が
い
つ
日
本
に
伝
わ
っ
た
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
徐
福
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
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れ
て
い
ま
す
。
約
二
千
年
前
の
話
で
す
が
、
秦
の
始
皇
帝
（
最
初
に
天
下
を
統
一
し
た
人
、
万
里
の
長
城
を

造
っ
た
人
）
は
神
仙
術
に
非
常
に
熱
心
な
人
で
、
方
士
（
道
教
の
修
道
者
）
を
た
び
た
び
呼
ん
で
は
不
老

長
生
の
霊
薬
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
二
一
九
年
に
、
そ
の

不
老
長
生
の
霊
薬
を
探
し
求
め
る
た
め
、
方
士
徐
福
を
童
男
・
童
女
二
千
人
を
伴
わ
せ
て
海
の
中
に
あ
る

蓬
莱
山
と
い
う
と
こ
ろ
へ
往
か
せ
ま
し
た
。
蓬
莱
山
に
は
不
老
長
生
の
霊
薬
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

徐
福
は
霊
薬
が
手
に
入
ら
な
い
の
で
国
に
帰
っ
て
処
罰
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
海
の
中
で

方
向
を
間
違
え
て
蓬
莱
山
に
至
ら
な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
け
っ
き
ょ
く
中
国
に
は
戻
ら
ず
、

日
本
に
来
ま
し
た
。
徐
福
た
ち
が
漂
着
し
た
と
こ
ろ
は
和
歌
山
県
の
熊
野
浦
あ
た
り
だ
そ
う
で
す
。
い
ま

和
歌
山
に
は
、
徐
福
の
お
墓
や
徐
福
を
祀
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。
徐
福
は
方
技
（
方
士
の
行
う
術
）
に
通

じ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
方
技
に
は
、
医
経
（
医
学
）
・
経
方
（
薬
学
）
・
房
中
・
神
仙
の
四
つ
の
部
門
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
後
の
養
生
説
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
方
士
と
し
て
の
徐
福
は
養
生

に
つ
い
て
の
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
最
初
に
中
国
の
養
生
説
を
日
本
に
伝
え
た
人
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

秦
の
始
皇
帝
が
不
老
長
生
の
霊
薬
を
探
し
求
め
る
た
め
に
徐
福
を
蓬
莱
山
へ
往
か
せ
る
、
と
い
う
話
に

似
た
も
の
は
日
本
に
も
あ
り
ま
す
。
『
日
本
書
記
』
に
は
、
田
道
間
守
の
常
世
の
国
へ
の
旅
行
の
話
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
道
間
守
は
新
羅
の
王
子
の
玄
孫
で
す
。
垂
仁
天
皇
は
彼
に
、
「
常
世
の
国
に
行
き
、
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一
年
中
よ
い
香
り
が
す
る
木
の
実
を
持
っ
て
ま
い
れ
」
と
命
じ
ま
し
た
。
彼
は
実
に
十
年
の
歳
月
を
つ
い

や
し
、
そ
の
木
の
実
を
つ
な
い
で
輪
に
し
た
も
の
と
、
枝
に
実
が
な
っ
て
い
る
そ
の
ま
ま
の
も
の
を
持
ち

帰
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
天
皇
は
そ
の
前
年
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
ま
し
た
。
田
道
間
守
は
持
ち
帰
っ
た

も
の
を
天
皇
の
陵
に
捧
げ
、
大
い
に
悲
嘆
し
て
泣
き
叫
び
、「
命
を
う
け
、
遠
く
万
里
を
浪
を
分
け
て
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
常
世
の
国
は
神
仙
が
隠
れ
住
む
国
で
し
た
。
め
っ
た
に
行
け
る
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
十
年
も
た
ち
、
帰
り
ま
し
た
の
に
（
陛
下
は
）
も
う
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
わ
た

し
は
生
き
て
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
、
泣
い
て
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

常
世
の
国
は
伝
説
の
神
仙
の
国
で
、
木
の
実
は
橘
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
橘
は
常
緑
樹
で
、
長
生
を

象
徴
す
る
も
の
で
す
。
田
道
間
守
の
話
は
徐
福
の
話
よ
り
遅
れ
て
、
両
者
の
隔
た
り
は
千
五
百
年
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
人
間
と
し
て
不
老
長
生
を
追
求
す
る
熱
望
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
し
ょ
う
。

　

養
生
と
は
文
字
通
り
生
命
を
養
う
、
ま
た
は
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
で
す
。
で
は
い
っ
た
い
何
の

た
め
に
生
命
を
養
い
、
健
康
の
増
進
を
は
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
貝
原
益
軒
は
『
養
生
訓
』
の
冒
頭
で
、

ま
ず
こ
の
問
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
身
は
父
母
を
本
と
し
、
天
地
を
初
と
す
。
天
地
父
母
の
め
ぐ
み
を
う
け
て
生
れ
、
又
養
は
れ

た
る
わ
が
身
な
れ
ば
、
わ
が
私
の
物
に
あ
ら
ず
。
天
地
の
み
た
ま
も
の
、
父
母
の
残
せ
る
身
な
れ
ば
、
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つ
つ
し
ん
で
よ
く
養
ひ
て
、
そ
こ
な
ひ
や
ぶ
ら
ず
、
天
年
を
長
く
た
も
つ
べ
し
。
是
天
地
父
母
に
つ

か
へ
奉
る
孝
の
本
也
。
身
を
失
ひ
て
は
、
仕
ふ
べ
き
や
う
な
し
。
わ
が
身
の
内
、
少
な
る
皮
は
だ
へ
、

髪
の
毛
だ
に
も
、
父
母
に
う
け
た
れ
ば
、
み
だ
り
に
そ
こ
な
ひ
や
ぶ
る
は
不
孝
な
り
。
況
大
な
る
身

命
を
、
わ
が
私
の
物
と
し
て
慎
ま
ず
、
飲
食
色
欲
を
恣
に
し
、
元
気
を
そ
こ
な
ひ
病
を
求
め
、
生
付

た
る
天
年
を
短
く
し
て
、
早
く
身
命
を
失
ふ
事
、
天
地
父
母
へ
不
孝
の
い
た
り
、
愚
な
る
哉
。

　

こ
こ
で
貝
原
益
軒
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
容
易
に
、
「
身
体
髪
膚
、
こ
れ
を
父
母
に
受
く
。
あ
え

て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め
な
り
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
『
孝

経
』
と
い
う
儒
学
の
経
典
の
最
初
に
あ
る
言
葉
で
す
。
孝
は
儒
学
の
徳
目
の
一
つ
で
す
。
養
生
を
講
ず
る

の
は
、
わ
が
身
を
授
け
て
く
れ
た
天
地
、
父
母
に
仕
え
、
報
い
る
た
め
、
あ
る
い
は
孝
を
尽
く
す
た
め
で

す
。
よ
く
考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
養
生
す
る
あ
る
い
は
健
康
の
増
進
を
は
か
る
の
は
、
た
だ
自
分
の
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
幸
福
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
す
。
養
生
を
講
ず
る
こ
と
は
だ
れ
に
と
っ
て
も

重
要
な
意
義
を
持
つ
の
で
す
。
ま
た
、
天
地
か
ら
こ
の
身
を
授
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
中
国
の
伝
統
的
自

然
観
、
生
命
観
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
は
天
地
の
間
に
あ
る
万
物
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
天
地
の
吐

く
気
を
受
け
て
生
ま
れ
、
ま
た
そ
れ
に
頼
っ
て
時
々
刻
々
の
生
命
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貝
原
益
軒
は

あ
く
ま
で
も
朱
子
学
者
で
す
か
ら
、
彼
の
『
養
生
訓
』
は
端
的
に
儒
学
の
自
然
観
、
生
命
観
を
表
し
て
い
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る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
天
寿
」
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
天
寿
と
は
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
寿
命

（
命
数
）
で
す
。
「
天
年
」
と
も
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
す
。
人
間
の
天
寿
は
い
っ
た

い
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
『
黄
帝
内
経
』
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

　

昔
在
黄
帝
、
生
而
神
霊
、
弱
而
能
言
、
幼
而
侚
斉
、
長
而
敦
敏
、
成
而
登
天
。
廼
問
於
天
師
曰
、

余
聞
上
古
之
人
、
春
秋
皆
度
百
歳
、
而
動
作
不
衰
。
今
時
之
人
、
年
半
百
。
而
動
作
皆
衰
者
、
時
世

異
耶
、
人
将
失
之
耶
。
岐
伯
対
曰
、
上
古
之
人
、
其
知
道
者
、
法
於
陰
陽
、
和
於
術
数
、
食
飲
有
節
、

起
居
有
常
、
不
妄
作
労
。
故
能
形
与
神
倶
、
而
尽
終
其
天
年
、
度
百
歳
乃
去
。
今
時
之
人
不
然
也
。

以
酒
為
漿
、
以
妄
為
常
、
酔
以
入
房
、
以
欲
竭
其
精
、
以
耗
散
其
真
。
不
知
持
満
、
不
時
御
神
。
務

快
其
心
、
逆
於
生
楽
、
起
居
無
節
。
故
半
百
而
衰
也
。
（
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』
上
古
天
真
論
篇
）

　

（
昔
在
、
黄
帝
、
生
ま
れ
な
が
ら
神
霊
、
弱
に
し
て
能
く
言
い
、
幼
に
し
て
侚
斉
、
長
じ
て
敦
敏
、
成

り
て
登
天
す
。
廼
ち
天
師
に
問
い
て
曰
く
、
余
聞
く
、
上
古
の
人
、
春
秋
皆
百
歳
を
越
え
て
、
し
か
も
動

作
衰
え
ず
。
今
時
の
人
、
年
半
百
に
し
て
動
作
皆
衰
う
る
者
は
、
時
世
異
な
る
か
、
人
将
た
れ
こ
れ
を
失

す
る
か
。
岐
伯
対
え
て
曰
く
、
上
古
の
人
、
其
の
道
を
知
る
者
は
、
陰
陽
に
法
り
、
術
数
に
和
し
、
食
飲

に
節
あ
り
、
起
居
に
常
あ
り
、
妄
り
に
労
を
作
さ
ず
。
故
に
能
く
形
と
神
と
倶
に
し
て
、
尽
く
其
の
天
年
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を
終
え
、
百
歳
を
度
え
て
乃
ち
去
る
。
今
時
の
人

は
然
ら
ざ
る
な
り
。
酒
を
以
て
漿
と
な
し
、
妄
を

以
て
常
と
な
し
、
酔
い
て
以
て
房
に
入
り
、
欲
を

以
て
其
の
精
を
つ
く
し
、
以
て
其
の
真
を
耗
散
す
。

満
を
持
す
る
を
知
ら
ず
、
時
な
ら
ず
し
て
神
を
御

す
。
務
め
て
其
の
心
を
快
に
し
て
、
生
楽
に
逆
い
、

起
居
に
節
な
し
。
故
に
半
百
に
し
て
衰
う
る
な

り
。
）

 

　
　
　
　

 

　

『
黄
帝
内
経
』
は
中
国
最
古
の
医
学
典
籍
で
、
伝

統
医
学
の
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
「
素

問
」
と
「
霊
枢
」
の
二
部
か
ら
な
り
、
全
十
八
巻
、

三
六
二
篇
に
及
び
ま
す
。
「
素
問
」
に
は
主
に
生
理
・

病
理
・
衛
生
の
理
論
、「
霊
枢
」
に
は
鍼
灸
（
シ
ン
キ
ュ

ウ
）
な
ど
実
際
の
療
法
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
黄

帝
内
経
』
が
い
っ
た
い
い
つ
、
だ
れ
に
よ
っ
て
書
か

上古天真論（「守山閣」校本版）
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れ
た
か
は
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
黄
帝
の
名
を
仮
託
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。
黄
帝
は
中
国
古
代

の
伝
説
の
帝
王
で
、
漢
代
の
司
馬
遷
は
『
史
記
』
の
中
で
、
中
国
の
歴
史
は
黄
帝
を
始
め
と
し
て
い
ま

す
。
『
黄
帝
内
経
』
は
一
般
に
、
前
漢
末
期
（
紀
元
前
一
世
紀
ご
ろ
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
『
黄

帝
内
経
』
の
最
も
古
い
写
本
は
平
安
時
代
の
も
の
で
、
現
在
京
都
の
仁
和
寺
に
納
め
ら
れ
、
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
引
用
し
た
第
一
節
は
、
黄
帝
と
岐
伯
と
の
間
の
会
話
で
す
。
天
師
と
は
黄
帝
の

岐
伯
に
対
す
る
尊
称
で
す
。
岐
伯
は
古
代
の
名
医
で
医
理
（
医
学
理
論
）
に
精
通
し
、
黄
帝
の
太
医
（
侍

医
）
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
会
話
の
中
で
養
生
の
重
要
性
が
説
か
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
間
の
生
き
る
べ
き
年
齢
、
つ
ま
り
そ
の
天
寿
は
百
歳
以
上
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ

う
。
後
漢
の
王
充
に
よ
る
『
論
衡
』
も
有
名
な
典
籍
で
す
が
、
そ
の
「
気
寿
篇
」
に
は
、
太
平
の
世
に
は

長
寿
の
人
が
多
く
、
百
歳
は
、
人
の
年
齢
と
し
て
は
正
常
な
命
数
を
得
た
も
の
、
つ
ま
り
驚
く
に
あ
た
ら

な
い
年
齢
だ
と
あ
り
ま
す
。
現
代
医
学
の
研
究
に
よ
る
と
、
生
物
の
生
命
の
周
期
は
だ
い
た
い
そ
の
成
長

期
の
七
倍
に
あ
た
り
ま
す
。
人
間
は
生
ま
れ
て
か
ら
成
熟
す
る
ま
で
お
よ
そ
十
七
年
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
科
学
的
見
地
か
ら
は
、
人
間
の
寿
命
は
十
七
年
の
七
倍
で
、
百
二
十
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
百
二
十
歳
ま
で
生
き
る
の
が
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

貝
原
益
軒
は
『
黄
帝
内
経
』
を
読
破
し
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
益
軒
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
命
数
（
天
寿
）
を
長
く
享
受
で
き
る
は
ず
で
、
顔
回
の
よ
う
に
寿
命
が
短
い
人
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は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
顔
回
は
孔
子
の
門
人
で
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
俊
秀
で
あ
り
、
学
識
と
徳

行
が
と
も
に
高
く
、
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
、
孔
子
の
最
も
信
頼
し
た
、
第
一
の
高
足
で
し
た
。
後
世
は
亜

聖
と
し
て
尊
崇
さ
れ
ま
す
が
、
三
十
二
歳
で
若
死
に
し
ま
し
た
。
若
死
に
は
夭
と
言
い
ま
す
。
貝
原
益
軒

は
人
間
の
寿
夭
が
天
禀
の
命
数
で
、
個
人
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
亜
聖
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
優
れ
た
人
物
顔
回
で
も
、
そ
の
夭
折
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
益
軒
は

人
間
の
寿
命
を
論
じ
て
、
そ
の
百
年
を
極
限
と
し
、
そ
れ
を
上
寿
、
中
寿
、
下
寿
に
分
け
、
上
寿
は
百
歳
、

中
寿
は
八
十
歳
、
下
寿
は
六
十
歳
と
し
て
い
ま
す
。
『
黄
帝
内
経
・
霊
枢
』
に
は
、「
年
齢
五
十
歳
以
上
を
老
、

二
十
歳
以
上
を
壮
、
十
八
以
上
を
少
、
六
歳
以
上
を
小
と
い
う
」
と
あ
り
、
五
十
歳
を
老
の
最
低
限
と
し

ま
す
。
貝
原
益
軒
の
言
っ
た
下
寿
つ
ま
り
六
十
歳
は
今
日
の
日
本
の
よ
う
な
超
高
齢
化
社
会
で
は
ご
く
普

通
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
長
寿
の
ほ
う
で
す
。
「
人
生
五
十
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
時

代
の
平
均
寿
命
は
四
十
歳
ぐ
ら
い
で
、
五
十
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
死
ね
ば
不
夭
と
い
い
、
若
死
に
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
世
間
で
は
五
十
に
も
な
ら
な
い
で
死
ぬ
人
が
多
く
、
「
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」（
杜
甫

の
詩
）
、
長
命
な
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
貝
原
益
軒
は
、
そ
れ
は
生
ま
れ
つ
い
た
寿
命
で
は
な
く
、「
十

人
に
九
人
は
皆
み
ず
か
ら
そ
こ
な
へ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
寿
命
を
全
う
し
な
い
で
死
ぬ
の
は
日
頃
の
養

生
を
無
視
し
て
、
あ
る
い
は
養
生
の
道
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
」
と
見
て
い
ま
す
。
人
の
生
命
、
ま
た
め
い

め
い
の
身
体
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
重
要
な
も
の
で
す
が
、
養
生
の
道
を
知
ら
ず
に
、
生
命
あ
る
い
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は
身
体
を
ほ
ろ
ぼ
す
の
は
も
っ
と
も
愚
か
な
こ
と
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
養
生
の
道
で
最
も
重
要
な
こ
と
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
貝
原
益
軒
の
『
養
生
訓
』
は
日
本

人
の
愛
読
書
と
し
て
、
従
来
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
『
養
生
訓
』
は
「
総
論
上
」

（
巻
一
）
、「
総
論
下
」
（
巻
二
）
、「
飲
食
上
」
（
巻
三
）
、「
飲
食
下
」
、「
飲
酒
」
、「
飲
茶
」
、「
慎
色
欲
」
（
巻
四
）
、

「
五
官
」
、
「
二
便
」
、
「
洗
浴
」
（
巻
五
）
、
「
慎
病
」
、
「
択
医
」
（
巻
六
）
、
「
用
薬
」
（
巻
七
）
、
「
養
老
」
、
「
育

幼
」
、
「
鍼
」
、
「
灸
法
」
（
巻
八
）
の
十
五
篇
八
巻
か
ら
な
り
ま
す
。
日
本
人
の
実
生
活
に
即
し
て
、
そ
の

項
目
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
読
ん
で
益
軒
の
養
生
説
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

一
番
重
要
な
の
は
養
気
、
気
を
養
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。｢

気｣

と
い
う
言
葉
は
『
養
生
訓
』
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま
す
。
中
国
の
伝
統
文
化
に
お
い
て
「
気
」
は
、
哲
学
、
思
想
、
宗
教
と
医
学
が

共
有
す
る
、
普
遍
的
な
概
念
で
す
。
古
代
の
中
国
人
は
、
気
の
概
念
を
使
っ
て
世
の
中
の
事
物
や
自
然
現

象
を
解
釈
し
た
り
説
明
し
た
り
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
や
自
然
現
象
は
気
の
働

き
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
す
。
気
は
あ
く
ま
で
も
無
限
定
な
概
念
で
あ
り
、
世
の
中

の
事
物
の
違
い
や
相
互
関
係
、
自
然
現
象
の
変
化
を
解
釈
す
る
際
に
、
気
に
関
す
る
陰
陽
説
や
五
行
説
な

ど
を
用
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
種
の
形
而
上
の
学
説
で
す
が
、
専
門
で
な
い
人
に
は
あ
ま
り
に
も
難
し
く

複
雑
で
、
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
抵
抗
を
持
つ
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

貝
原
益
軒
は
朱
子
学
者
で
す
が
、
彼
は
朱
子
を
敬
い
な
が
ら
も
、
朱
子
学
に
お
け
る
気
の
問
題
（
主
に
理



19

気
の
問
題
）
に
は
や
は
り
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
益
軒
が
こ
の
世
を
去
る
前
に
残
し
た
最
後
の
著
作
は
、

そ
の
疑
問
を
示
す
『
大
疑
録
』
で
す
。
た
だ
し
、
気
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
生
命
の
現
象
あ
る
い
は
生
の

原
理
を
解
釈
す
る
場
合
、
そ
れ
は
非
常
に
精
緻
で
す
ば
ら
し
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
も
事
実
で

す
。

　
　

人
生
之
、
気
之
聚
也
、
聚
則
為
生
、
散
則
為
死
（
『
荘
子
・
知
北
遊
』
）

　
　

（
人
の
生
は
気
の
聚
ま
り
、
聚
ま
れ
ば
即
ち
生
と
為
り
、
散
れ
ば
即
ち
死
と
為
る
）

　

こ
れ
は
『
養
生
訓
』
に
見
え
る
『
荘
子
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
明
の
張
介
賓
は
そ
の
『
類
経
』

に
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。
「
気
が
聚
ま
れ
ば
す
な
わ
ち
生
き
、
気
が
散
じ
れ
ば
す
な
わ
ち
死
す
。
生
死
は

気
に
あ
り
、
気
は
生
の
本
で
あ
る
」
。
貝
原
益
軒
も
そ
の
『
養
生
訓
』
の
中
で
ほ
ぼ
同
様
の
趣
旨
を
述
べ

て
い
ま
す
。
「
人
の
元
気
は
、
も
と
是
天
地
の
万
物
を
生
ず
る
気
な
り
。
是
人
身
の
根
本
な
り
。
人
、
此

気
に
あ
ら
ざ
れ
ば
生
ぜ
ず
…
…
元
気
養
は
れ
て
命
を
た
も
つ
」
、「
気
を
養
は
ず
し
て
、
天
年
を
た
も
た
ず
」
。

益
軒
の
気
と
生
命
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
「
人
は
天
地
の
気
を
以
て
生
じ
、
四
時
の
法
も
て
成
る
。

…
…
夫
れ
人
は
地
に
生
じ
命
を
天
に
懸
く
。
天
地
気
を
合
す
、
之
を
命
じ
て
人
と
曰
ふ
」
（
『
黄
帝
内
経
・

素
問
』
宝
明
全
形
論
篇
）
と
い
う
、
『
黄
帝
内
経
』
に
お
け
る
思
想
に
基
本
的
に
合
致
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。
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わ
れ
わ
れ
の
生
き
て
い
る
世
の
中
、
そ
の
天
地
の
間
に
気
が
満
ち
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
気
の
中

で
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
気
を
受
け
な
い
で
生
ま
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の
体
の
中
に
も

気
が
満
ち
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
体
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
っ
て
上
が
っ
た
り
、
下
が
っ
た
り
し
ま
す
。
気
の
作

用
は
わ
れ
わ
れ
の
体
内
の
生
理
的
活
動
の
す
べ
て
を
お
し
す
す
め
、
全
身
を
潤
し
、
休
ま
ず
に
働
い
て
い

る
の
で
す
。
大
宇
宙
で
あ
る
自
然
界
に
も
小
宇
宙
で
あ
る
人
体
に
も
気
が
満
ち
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ

は
気
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
気
に
頼
っ
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
は
魚
が
水
の
中
で
生
き
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。
水
が
な
く
な
れ
ば
、
魚
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

人
間
は
気
が
な
く
な
れ
ば
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
死
生
と
は
気
に
つ
き
る
も
の
で
あ
り
、
気
は
人
間
の
生

命
の
基
本
で
す
。

　

気
と
い
う
概
念
が
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
古
い
時
代
で
す
。
日
本
語
の
中
に
は
気
を
付
け
る
、

気
が
短
い
、
気
が
利
く
、
気
を
失
う
、
気
が
若
い
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
は
言
語
生
活

の
側
面
か
ら
気
の
概
念
が
す
で
に
日
本
人
の
生
活
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人

の
言
語
生
活
に
定
着
し
た
気
に
関
す
る
言
葉
に
は
、
生
命
、
生
理
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
感

情
的
要
素
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
人
の
気
に
関
す
る
言
葉
と
し
て
使
用
頻
度
が

最
も
高
い
の
は
「
元
気
」
で
す
。
お
元
気
で
す
か
と
い
う
あ
い
さ
つ
の
言
葉
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活

で
慣
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
語
で
は
元
気
を
あ
い
さ
つ
の
言
葉
と
し
て
使
い
ま
せ
ん
が
、
健
康
に
関
す
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る
言
葉
と
し
て
は
よ
く
使
い
ま
す
。
元
気
と
は
文
字
通
り
本
来
の
気
、
つ
ま
り
生
ま
れ
つ
き
の
気
と
い

う
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
つ
き
の
気
が
病
む
と
病
気
に
な
り
ま
す
。
「
病
気
」
も
現
代
中
国
語
の
中
で
は
使

わ
れ
ま
せ
ん
。
よ
く
考
え
る
と
そ
れ
は
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
言
葉
で
す
。
日
本
医
学
史
研
究
の
開
拓

者
で
あ
る
富
士
川
游
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
四
月
に
発
表
し
た
「
後
藤
艮
山
先
生
…
…
そ
の
二
百

年
忌
に
際
し
て
」
と
い
う
論
文
に
よ
る
と
、
元
気
と
い
う
言
葉
の
慣
用
は
江
戸
時
代
半
ば
の
後
藤
艮
山

（
一
六
五
九
―
一
七
三
三
）
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
一
気
留
滞
説
を
唱
え
る
後
藤
艮
山
は
、
古
医
方
の
樹

立
者
と
し
て
江
戸
医
学
史
に
お
け
る
偉
大
な
存
在
で
す
。
富
士
川
游
は
そ
の
論
文
の
中
で
、

艮
山
が
一
気
と
い
ふ
の
は
す
な
わ
ち
元
気
で
あ
る
。
宇
宙
の
間
に
一
種
精
妙
の
勢
力
（
す
な
わ
ち
気
）

が
あ
り
て
、
そ
れ
が
人
体
内
に
充
塞
す
る
も
の
を
指
し
て
元
気
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
…
…
艮
山
が

言
う
と
こ
ろ
の
元
気
は
身
中
身
外
尽
く
こ
れ
気
に
し
て
そ
れ
は
天
地
を
貫
き
て
存
す
る
も
の
で
、
そ

の
人
体
の
内
に
あ
る
気
が
風
寒
に
依
り
、
又
七
情
に
依
り
て
鬱
滞
す
る
が
た
め
に
百
般
の
疾
病
が
起

こ
る
も
の
で
あ
る
。

と
説
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
藤
艮
山
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
著
名
な
文
学
者
で
あ
る
近
松
門
左
衛
門
の

作
品
の
中
に
も
、
元
気
と
い
う
言
葉
が
見
え
ま
す
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
現
代
日
本
語
の
元
気
の
用
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例
と
し
て
、
近
松
門
左
衛
門
の
宝
永
年
間
の
作
品
『
淀
鯉
出
生
滝
徳
』
中
の
一
文
「
三
条
ノ
之
喜
ト
申
ス

医
者
デ
、
メ
ッ
キ
リ
元
気
ガ
見
エ
マ
シ
タ
」
を
載
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
元
気
の
慣
用
語
と
し
て
の
古
い

例
で
す
。
お
そ
ら
く
元
気
と
い
う
言
葉
は
江
戸
時
代
の
中
葉
ご
ろ
、
す
な
わ
ち
約
三
百
年
前
か
ら
慣
用
さ

れ
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

元
気
は
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
気
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
維
持
す
る
の
は
養
生
の
根
本
で
す
。
『
養
生
訓
』

に
よ
り
ま
す
と
、
元
気
を
維
持
す
る
道
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
元
気
を
害
す
る
も
の
を
取
り
去
る
こ

と
で
す
。
元
気
を
害
す
る
も
の
に
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
風
・
寒
・
暑
・
湿
と
い
う
四
気
で
、
体

の
外
か
ら
入
っ
て
き
て
、
わ
れ
わ
れ
の
体
を
攻
め
る
も
の
で
す
か
ら
外
敵
と
言
い
ま
す
。
外
敵
か
ら
身
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
貝
原
益
軒
は
畏
と
い
う
語
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
風
・
寒
・
暑
・
湿

に
あ
っ
た
ら
、
畏
れ
て
早
く
防
い
で
遠
ざ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
外
敵
を
我
慢
し
て
長
く
立
ち
向
か
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
「
天
に
四
時
、
五
行
あ
り
、
以
て
生
長
収
蔵
し
、
以
て
寒
、
暑
、
燥
、
湿
、
風
を
生
ず
」

（
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
然
界
の
万
物
が
春
に
は
生
じ
、
夏
に
は
長

じ
、
秋
に
は
結
実
、
す
な
わ
ち
収
め
、
冬
に
は
こ
れ
を
貯
蔵
し
ま
す
。
ま
た
天
候
の
変
化
に
よ
っ
て
寒
・
暑
・

燥
・
湿
・
風
な
ど
の
気
温
、
湿
度
の
変
化
が
起
こ
り
、
人
体
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
で
す
か
ら
季
節
、
天

候
の
変
化
に
、
そ
の
身
を
適
応
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
変
化
に
順
応
し
て
い
れ
ば
病
気
は
起

こ
り
ま
せ
ん
が
、
養
生
を
怠
っ
て
そ
の
変
化
に
順
応
し
な
い
生
活
を
続
け
た
と
き
、
病
気
を
招
き
や
す
く
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な
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
常
生
活
に
基
づ
い
た
経
験
で
す
か
ら
わ
か
り
や
す
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
敵
は
内
敵
で
す
。
つ
ま
り
体
の
内
部
か
ら
お
こ
っ
て
攻
め
て
く
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
人

間
の
欲
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
五
官
あ
る
い
は
身
体
の
各
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
欲
を
持
っ
て
い
ま
す
。

耳
が
音
を
聞
き
ま
す
。
目
が
も
の
を
見
ま
す
。
口
が
飲
み
食
い
し
ま
す
。
鼻
が
に
お
い
を
嗅
ぎ
ま
す
。
体

が
色
を
好
み
ま
す
。
心
が
意
思
を
持
ち
ま
す
。
そ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
六
欲
（
耳
、
目
、
口
、
鼻
、
身
、
意
）

で
す
。
欲
は
人
間
の
本
能
で
す
が
、
も
し
我
慢
せ
ず
に
む
さ
ぼ
っ
て
好
き
勝
手
な
こ
と
を
す
る
と
、
限
度

を
超
え
て
体
を
損
な
い
ま
す
。
特
に
食
欲
と
色
欲
を
我
慢
せ
ず
に
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
日
常

生
活
で
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
戦
後
日
本
人
は
食
糧
不
足
の
時
期
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
期
と
違
っ

て
今
は
飽
食
、
美
食
の
時
代
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
好
き
な
も
の
、
美
味
し
い
も
の
を
ほ
し
い
ま
ま
食
べ
ら

れ
る
反
面
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
脂
肪
肝
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
国
で
も
ま
さ

に
国
民
生
活
が
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
現
象
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
飲
食
は
生
命
（
元

気
）
を
養
う
も
の
で
す
か
ら
、
一
日
も
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
「
人
の
身
は
元
気
を
天
地
に
う
け
て

生
ず
れ
共
、
飲
食
の
養
な
け
れ
ば
、
元
気
う
ゑ
て
命
を
た
も
ち
が
た
し
。
元
気
は
生
命
の
本
也
。
飲
食
は

生
命
の
養
也
」
（
『
養
生
訓
』
）
。
で
す
が
、
飲
食
は
人
の
大
欲
で
、
口
腹
の
欲
の
ま
ま
に
む
や
み
に
飲
み
食

い
す
れ
ば
必
ず
脾
胃
を
破
り
、
病
気
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
外
物
の
養
分
を
摂
り
す
ぎ
て
、
体
内

の
元
気
が
滞
っ
た
り
損
な
わ
れ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
草
木
を
育
て
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
草
木



24

は
水
や
肥
料
を
や
り
す
ぎ
る
と
か
え
っ
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
貝
原
益
軒
の
養
生
説
に
よ
る
と
、
食
は

飽
食
な
か
ば
に
と
ど
め
、
腹
い
っ
ぱ
い
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
腹
八
分
で
、
食
べ
放
題
に
な
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
病
気
を
畏
れ
、
飽
食
し
な
い
こ
と
で
す
。
美
食
に
対
し
て
は
、
人
は
往
々

に
し
て
そ
の
食
欲
を
抑
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
益
軒
は
、
「
珍
美
の
食
に
対
す
と
も
、

八
九
分
に
て
や
む
べ
し
。
十
分
に
飽
き
満
る
は
後
の
禍
あ
り
。
少
の
間
、
欲
を
こ
ら
ゆ
れ
ば
後
の
禍
な
し
。

少
の
み
く
ひ
て
味
の
よ
き
を
し
れ
ば
、
多
く
の
み
く
ひ
て
あ
き
み
ち
た
る
に
其
楽
同
じ
く
、
且
後
の
災

な
し
。
万
の
事
十
分
に
い
た
れ
ば
、
必
（
ず
）
わ
ざ
は
ひ
と
な
る
。
飲
食
尤
満
意
を
い
む
べ
し
。
又
、
初

に
慎
め
ば
必
（
ず
）
後
の
禍
な
し
」
と
戒
め
て
い
ま
す
。
〝
八
九
分
〟
な
ら
ば
珍
美
の
食
を
体
得
し
、
健

康
に
も
有
益
で
、
何
の
害
も
あ
り
ま
せ
ん
。
十
分
に
満
ち
足
り
る
と
、
体
内
の
元
気
が
損
な
わ
れ
ま
す

し
、
災
い
に
な
り
ま
す
。
古
人
の
言
う
、
「
禍
は
口
よ
り
出
て
、
病
気
は
口
よ
り
入
る
」
と
は
そ
の
こ
と

で
す
。
で
す
か
ら
、
口
の
出
し
入
れ
に
は
つ
ね
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
『
養
生
訓
』
は
飲
食

の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
ま
す
。
「
養
生
の
道
は
ま
ず
脾
胃
を
調
ふ
る
を
要
と
す
」
と
い

う
も
の
で
、
飲
食
す
る
も
の
、
飲
食
す
る
分
量
、
飲
食
す
る
時
間
な
ど
が
逐
一
詳
し
く
説
か
れ
て
い
ま
す
。

「
凡
そ
食
物
は
性
（
し
ょ
く
）
よ
く
し
て
、
身
を
や
し
な
ふ
に
益
も
の
」
と
、
食
物
は
例
え
ば
新
鮮
な
も
の
、

そ
れ
ぞ
れ
季
節
に
叶
っ
た
も
の
、
鮮
度
の
高
い
魚
な
ど
を
「
え
ら
ん
で
食
ふ
べ
し
」
と
い
い
ま
す
。
ま
た

食
事
は
品
数
を
多
く
せ
ず
に
、
一
食
二
品
、
多
く
て
三
品
ぐ
ら
い
で
よ
く
、
む
だ
に
し
な
い
で
欲
を
制
す
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る
こ
と
な
ど
も
説
い
て
い
ま
す
。
『
養
生
訓
』は
直
接
身
体
の
養
生
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

倹
約
を
唱
え
る
儒
家
の
倫
理
道
徳
に
染
ま
っ
た
部
分
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

酒
も
同
じ
で
す
。
貝
原
益
軒
は
『
養
生
訓
』
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。「
酒
は
天
の
美
禄
な
り
。
少
（
す

こ
し
）
の
め
ば
陽
気
を
助
け
、
血
気
を
や
は
ら
げ
、
食
気
を
め
ぐ
ら
し
、
愁
を
去
り
、
興
を
発
し
て
甚
（
だ
）

人
に
益
あ
り
。
多
く
の
め
ば
、
又
よ
く
人
を
害
す
る
事
、
酒
に
過
た
る
物
な
し
。
水
・
火
の
人
を
た
す
け
て
、

又
よ
く
人
に
災
あ
る
が
如
し
」
。
酒
は
少
し
飲
め
ば
身
体
的
に
は
血
気
の
循
環
を
よ
く
し
ま
す
し
、
精
神

的
に
は
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
る
し
、
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
多
く
飲
め
ば
害
だ
ら
け
で
す
。
ど
の

程
度
ま
で
飲
め
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
ほ
ろ
酔
い
の
状
態
が
よ
く
、
と
こ
と
ん
ま
で
飲
む
と
体
を
悪
く
し

ま
す
。
少
量
飲
ん
で
足
り
な
い
く
ら
い
が
楽
し
み
も
あ
り
、
そ
の
後
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
放
題

と
同
じ
よ
う
に
飲
み
放
題
も
や
は
り
健
康
に
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
明
の
張
本
（
号
は
五
湖
漫
士
）
の
随
筆

『
五
湖
漫
聞
』
に
は
、
張
翁
一
一
三
歳
、
王
瀛
洲
一
三
〇
歳
、
毛
間
翁
一
〇
三
歳
、
楊
南
峰
八
十
九
歳
な
ど
、

高
年
の
人
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
「
そ
の
人
の
老
に
至
り
て
、
衰
え
ず
。
こ
れ
を
問
う
に

皆
酒
飲
ま
ず
」
と
あ
り
ま
す
。
長
寿
の
人
は
酒
を
飲
み
ま
せ
ん
。
酒
と
長
寿
の
関
係
を
説
明
す
る
の
に
貝

原
益
軒
は
『
五
湖
漫
聞
』
か
ら
そ
の
例
を
あ
げ
、
「
多
く
飲
む
ひ
と
で
長
命
な
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
酒
は

ほ
ろ
酔
い
か
げ
ん
に
飲
め
ば
長
生
き
の
薬
と
な
る
」
と
注
を
加
え
て
い
ま
す
。
長
寿
の
た
め
に
酒
を
飲
む

な
と
言
わ
な
い
の
が
興
味
深
く
、
吟
味
す
べ
き
点
と
思
わ
れ
ま
す
。
酒
だ
け
で
は
な
く
、
飲
茶
に
つ
い
て
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も
い
ろ
い
ろ
と
注
意
す
べ
き
事
項
を
論
じ
て
い
ま
す
。
飲
食
は
人
の
大
欲
で
、
飲
み
物
、
食
べ
物
を
口
か

ら
取
り
入
れ
て
消
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
の
生
命
を
維
持
す
る
、
不
可
欠
な
栄
養
に
化
す
の
で
す
。
日

本
語
の
「
栄
養
」
は
中
国
語
で
「
営
養
」
と
書
き
ま
す
（
日
本
も
明
治
時
代
に
は
営
養
と
書
き
ま
し
た
）
が
、

生
命
の
養
い
を
営
む
と
い
う
意
味
で
す
。
生
命
の
養
い
を
営
む
に
は
口
腹
の
欲
を
抑
え
、
飲
食
を
ほ
し
い

ま
ま
に
せ
ず
に
慎
む
の
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

『
養
生
訓
』
の
中
で
飲
食
欲
の
ほ
か
に
貝
原
益
軒
が
繰
り
返
し
最
も
厳
し
く
戒
め
た
の
は
、
色
欲
を
本

能
の
お
も
む
く
ま
ま
に
す
る
こ
と
で
す
。
「
飲
食
、
男
女
は
人
の
大
欲
な
り
。
恣
に
な
り
や
す
き
故
、
此

の
事
、
尤
も
か
た
く
慎
む
べ
し
」
。
特
に
、
若
い
時
に
精
気
を
惜
し
ま
ず
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、

必
ず
腎
臓
が
弱
く
な
り
ま
す
。
「
腎
臓
は
五
臓
（
心
臓
・
腎
臓
・
肝
臓
・
脾
臓
・
肺
）
の
本
」
と
『
黄
帝
内
経
』

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
体
内
の
元
気
が
宿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
漢
方
医
学
の
理
論
に
よ
る
と
、

腎
は
水
を
司
り
ま
す
。
五
臓
六
腑
（
六
腑
と
は
胃
・
大
腸
・
小
腸
・
胆
・
膀
胱
・
三
焦
の
こ
と
）
の
精
を
受

け
て
納
ま
る
か
ら
、
五
臓
が
盛
ん
に
な
る
と
腎
水
も
盛
ん
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
で
人
の
体
は
健
康
の
状

態
に
あ
り
ま
す
。
腎
臓
は
人
体
の
下
部
に
あ
っ
て
五
臓
六
腑
の
根
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
『
黄
帝
内
経
・

素
問
』
に
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
腎
臓
作
用
に
関
す
る
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

女
子
は
七
歳
に
し
て
腎
気
盛
し
、
歯
更
り
髪
長
ず
。
二
七
に
し
て
天
癸
至
り
、
任
脈
通
じ
、
太
衝
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の
脈
盛
し
、
月
事
を
以
て
下
る
。
故
に
子
あ
り
。
三
七
に
し
て
腎
気
平
均
す
。
故
真
牙
生
じ
て
長
極

ま
る
。
四
七
に
し
て
筋
骨
堅
く
、
髪
の
長
極
ま
り
、
身
体
盛
壮
な
り
。
五
七
に
し
て
陽
明
の
脈
衰
え
、

面
始
め
て
焦
れ
、
髪
初
め
て
堕
つ
。
六
七
に
し
て
三
陽
の
脈
上
に
衰
え
、
面
皆
焦
れ
、
髪
初
め
て
白

し
。
七
七
に
し
て
任
脈
虚
し
、
太
衝
の
脈
衰
少
し
、
天
癸
尽
き
、
地
道
通
ぜ
ず
。
故
に
形
壊
え
て
子

な
き
な
り
。
丈
夫
は
八
歳
に
し
て
腎
気
実
し
、
髪
長
じ
歯
更
る
。
二
八
に
し
て
腎
気
盛
し
、
天
癸
至

り
、
精
気
溢
写
し
、
陰
陽
和
す
。
故
に
能
く
子
あ
り
。
三
八
に
し
て
腎
気
平
均
し
、
筋
骨
勁
強
た
り
。

故
に
真
牙
生
じ
て
長
極
ま
る
。
四
八
に
し
て
筋
骨
隆
盛
に
し
て
、
肌
肉
満
壮
た
り
。
五
八
に
し
て
腎

気
衰
え
、
髪
堕
ち
歯
か
る
。
六
七
に
し
て
陽
気
上
に
衰
尽
し
、
面
焦
れ
、
髪
鬢
白
た
り
。
七
八
に
し

て
肝
気
衰
え
、
筋
動
く
こ
と
能
わ
ず
。
天
癸
尽
き
、
精
少
な
く
、
腎
蔵
衰
え
、
形
体
皆
極
ま
れ
り
。

八
八
に
し
て
即
ち
歯
髪
去
る
。

　

腎
気
は
人
の
生
殖
能
力
や
身
体
の
老
化
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
色
欲
に
節
度
が
な
い
人
は
腎

気
を
多
く
費
や
し
て
し
ま
う
の
で
、
五
臓
の
根
本
が
衰
え
、
必
ず
寿
命
が
短
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
貝

原
益
軒
は
、
「
養
生
の
道
は
腎
気
を
よ
く
保
つ
こ
と
に
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
の
で
す
。
腎
臓
を
養
う

こ
と
に
よ
っ
て
体
内
の
気
を
増
や
し
た
り
そ
の
循
環
を
よ
く
し
た
り
で
き
る
の
で
、
漢
方
の
強
壮
剤
は
一

般
的
に
腎
臓
を
補
う
こ
と
を
主
眼
と
し
ま
す
。
た
だ
、
腎
臓
を
養
う
の
に
薬
に
頼
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
薬
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治
や
食
治
を
も
っ
て
腎
を
補
お
う
と
す
る
の
は
根
本
を
忘
れ
た
」
も
の
と
、
益
軒
は
戒
め
て
い
ま
す
。
腎

気
を
保
っ
て
生
を
養
う
に
は
、
ま
ず
色
欲
を
抑
え
て
「
か
た
く
慎
む
べ
し
」
で
し
ょ
う
。

　

飲
食
欲
、
色
欲
の
ほ
か
に
、
貝
原
益
軒
は
、
養
生
に
害
の
あ
る
も
の
と
し
て
睡
（
ね
ぶ
り
）
の
欲
を
取

り
あ
げ
ま
す
。
彼
は
欲
を
こ
ら
え
て
眠
り
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
養
生
の
道
と
し
て
い
ま
す
。
益
軒
の
考

え
で
は
、
睡
眠
を
少
な
く
す
る
と
体
内
の
元
気
が
循
環
し
や
す
く
な
り
、
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
益
軒
自
身
の
体
験
に
即
し
た
養
生
の
心
得
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

人
に
は
飲
食
欲
、
色
欲
、
睡
の
欲
の
ほ
か
に
、
七
情
が
あ
り
ま
す
。
七
情
と
は
喜
・
怒
・
哀
・
思
・
悲
・

恐
・
驚
の
こ
と
で
す
。
貝
原
益
軒
は
七
情
を
「
わ
が
身
を
そ
こ
な
う
内
欲
と
し
、
そ
れ
を
こ
ら
え
て
少
な

く
す
べ
し
」
と
説
い
て
い
ま
す
。
七
情
は
い
ず
れ
も
人
の
情
緒
の
変
化
で
あ
り
、
精
神
面
に
か
か
わ
る
も

の
で
す
。
人
の
行
動
も
こ
の
七
情
に
支
配
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
医
学
書
に
は
、
そ
れ
が
人
の
健
康
に
影
響

す
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』
の
「
陰
陽
応
象
大
論
篇
」
で
は
、

「
人
に
五
蔵
あ
り
て
、
五
気
を
化
し
て
、
以
て
喜
・
怒
・
悲
・
憂
・
恐
を
生
ず
。
故
に
喜
怒
は
喜
を
傷
な

い
…
…
暴
怒
は
陰
を
傷
な
い
、
暴
喜
す
れ
ば
陽
を
傷
な
う
」
と
、
情
緒
の
変
化
で
あ
る
喜
・
怒
・
悲
・
憂
・

恐
は
そ
れ
ぞ
れ
五
蔵
（
臓
）
の
機
能
の
産
物
と
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
篇
の
下
条
に
は
、「
肝
は
志
に
在
っ

て
は
怒
と
な
し
、
心
は
志
に
在
っ
て
は
喜
と
な
し
、
脾
は
志
に
在
っ
て
は
思
と
な
し
、
肺
は
志
に
在
っ
て

は
憂
と
な
し
、
腎
は
志
に
在
っ
て
は
恐
と
な
す
」
と
あ
り
、
怒
と
肝
、
喜
と
心
、
思
（
す
な
わ
ち
悲
）
と
脾
、
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憂
と
肺
、
恐
と
腎
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
性
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
情
緒
の
変
化
と
五
臓
と
の
関
連
を
説
明
す
る
一
つ
の
例
と
し
て
、
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
曽
子
を

と
り
あ
げ
ま
す
。
曽
子
は
至
孝
の
人
で
す
。
普
通
の
人
は
朝
飯
を
抜
い
た
だ
け
で
も
著
し
く
空
腹
を
訴
え

る
の
に
、
曽
子
は
喪
に
服
し
て
あ
ま
り
に
も
悲
し
く
七
日
間
何
も
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
飢
え
な
か
っ

た
の
で
す
。
情
緒
の
変
化
が
人
の
精
神
に
も
肉
体
に
も
影
響
を
与
え
る
の
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。
気
は
人

の
体
内
を
循
環
し
、
全
体
に
ゆ
き
わ
た
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
胸
中
の
一
ヵ
所
に
集
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
怒
り
・
悲
し
み
・
憂
い
・
思
い
が
あ
る
と
、
気
は
胸
中
の
一
ヵ
所
に
滞
っ
て
集
ま
り
ま
す
。
七
情
が

度
を
過
ぎ
る
と
気
が
滞
り
、
病
気
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
養
生
に
お
い
て
七
情
を
制
す
る
の

は
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。
人
の
情
緒
の
変
化
を
制
す
る
方
法
と
し
て
、
唐
代
の
孫
思
邈
『
千
金
方
』
に

い
う
「
十
二
少
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
こ
れ
は
従
来
の
養
生
書
に
よ
く
引
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
「
十
二
少
」
と
は
、
少
思
・
少
念
・
少
欲
・
少
事
・
少
語
・
少
笑
・
少
愁
・
少
楽
・
少
喜
・
少
怒
・

少
好
・
少
悪
で
す
。
貝
原
益
軒
は
、
『
養
生
訓
』
よ
り
三
十
一
年
ほ
ど
前
に
編
纂
し
た
『
頤
生
輯
要
』
の

中
で
、
こ
の
「
十
二
少
」
に
基
づ
く
論
述
を
し
て
い
ま
す
。
「
養
生
の
要
訣
一
あ
り
。
…
…
其
の
要
訣
は

少
の
一
字
な
り
。
…
…
孫
思
邈
が
千
金
方
に
も
、
養
生
の
十
二
少
を
い
へ
り
。
其
意
同
じ
。
目
録
は
是
と

同
じ
か
ら
ず
。
右
に
い
へ
る
十
二
少
は
、
今
の
時
宜
に
か
な
へ
る
な
り
」
と
し
、
十
二
少
を
行
う
こ
と
が

養
生
の
肝
要
で
あ
る
と
認
め
て
い
ま
す
。
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同
じ
『
益
軒
十
訓
』
の
一
つ
で
あ
る
『
大
和
俗
訓
』
の
中
に
は
、「
心
の
お
こ
る
と
こ
ろ
の
用
が
七
つ
あ
る
。

こ
れ
を
七
情
と
い
う
。
喜
、
怒
、
哀
、
楽
、
愛
、
悪
、
欲
で
あ
る
。
人
の
身
の
行
動
は
こ
の
七
つ
か
ら
お

こ
る
。
こ
れ
を
慎
ん
で
過
不
足
な
く
し
て
、
道
理
に
か
な
う
よ
う
に
す
る
。
…
…
そ
の
お
こ
り
は
じ
め
の

と
こ
ろ
で
う
ち
克
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
り
、
七
情
を
制
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
孟
子
の
唱
え

た
「
寡
欲
」
は
、
貝
原
益
軒
が
『
養
生
訓
』
の
中
で
よ
く
強
調
す
る
言
葉
で
す
が
、
そ
の
「
寡
」
は
「
十
二
少
」

の
「
少
」
と
通
じ
る
も
の
で
、
欲
を
少
な
く
し
こ
ら
え
た
り
す
る
意
味
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
養

生
の
最
高
の
境
地
が
『
荘
子
』
に
説
か
れ
て
い
る
恬
惔
無
為
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
七
情
（
ま
た
は
欲
）
を

抑
え
る
の
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
そ
れ
を
万
般
に
わ
た
っ
て
行
う
の
は
極
め
て

困
難
な
こ
と
で
す
。
『
黄
帝
内
経
』
に
も
、
道
家
の
理
想
と
す
る
道
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
聖

人
は
無
為
の
事
を
為
し
、
恬
惔
の
能
を
楽
し
み
、
欲
す
る
に
従
ひ
虚
無
の
守
に
快
志
す
。
故
に
寿
命
無
窮
、

天
地
と
終
わ
る
。
此
れ
聖
人
の
活
身
な
り
」
（
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
篇
）
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
道
家
的
聖
人
の
理
想
像
で
あ
り
、
普
通
の
人
（
凡
人
）
に
は
と
て
も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
で
あ
る
以
上
、
無
念
無
想
で
は
あ
り
え
ず
、
喜
・
怒
・
哀
・
思
・
悲
・
恐
・
驚
の
七
情
は
情
緒
（
感
情
）

の
変
化
、
人
間
性
の
流
露
で
す
。
そ
う
し
た
人
間
性
を
認
め
な
が
ら
も
そ
れ
を
で
き
る
限
り
慎
む
よ
う
に
、

と
い
う
の
が
貝
原
益
軒
の
教
え
の
真
意
で
し
ょ
う
。

　

七
情
を
慎
む
こ
と
を
実
行
す
る
た
め
に
、
益
軒
は
「
心
気
を
養
う
」
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。
「
心
を
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静
か
に
し
て
、
騒
が
し
く
せ
ず
、
ゆ
る
や
か
に
し
て
せ
ま
ら
ず
、
気
を
和
に
し
て
あ
ら
く
せ
ず
、
言
を
寡

な
く
し
て
声
を
高
く
せ
ず
、
高
く
わ
ら
は
ず
、
常
に
心
を
喜
ば
し
め
て
、
み
だ
り
に
怒
ら
ず
、
悲
を
少

な
く
し
、
か
へ
ら
ざ
る
事
を
悔
ま
ず
、
過
あ
ら
ば
、
一
た
び
は
わ
が
身
を
責
め
て
、
二
度
（
と
）
悔
ま
ず
、

只
天
命
を
や
す
ん
じ
て
う
れ
へ
ず
、
是
心
気
を
養
う
道
な
り
。
養
生
の
士
、
か
く
の
如
く
な
る
べ
し
」
（
『
養

生
訓
』
）
と
。

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
養
生
す
る
の
に
一
番
重
要
な
の
は
養
気
、
気
を
養
う
こ
と
で
す
。
そ
の
具
体
的

な
方
法
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
「
心
を
平
静
に
保
っ
て
、
体
を
た
え
ず
動
か
す
」
、
「
動
静
其
時
を
失
は
ず
、

是
気
を
養
ふ
の
道
な
り
」
（
『
養
生
訓
』
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
心
を
平
静
に
」
保
つ
と
は
、
激
し
い
情
緒

の
変
化
（
七
情
）
を
心
に
と
ど
め
ず
、
心
が
す
っ
き
り
澄
ん
で
濁
り
が
な
く
、
体
も
心
も
和
ん
だ
平
ら
か

な
状
態
を
保
つ
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
何
も
考
え
ず
、
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
も
心

も
も
と
も
と
「
生
き
も
の
」
で
す
か
ら
、
た
え
ず
働
か
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ざ
わ
つ
き
や
悔
し

さ
が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
心
の
「
平
静
」で
す
。
「
体
を
た
え
ず
動
か
す
」と
い
う
の
は
適
度
の
労
働
、

適
度
の
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
通
し
て
体
の
気
を
滞
ら
せ
ず
の
び
や
か
に
循
環
さ
せ
、
養
生
の
目

的
に
達
し
ま
す
。

　

「
戸
枢
は
朽
ち
ず
、
流
水
は
腐
ら
ず
」
と
は
『
呂
氏
春
秋
』
か
ら
出
た
言
葉
で
す
が
、「
戸
枢
」
と
は
「
と

ぼ
そ
」
「
と
び
ら
」
の
こ
と
で
、
「
流
水
」
は
「
流
れ
る
水
」
で
す
。
流
れ
る
水
は
常
に
動
い
て
い
る
か
ら
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腐
る
こ
と
は
な
く
、
戸
は
い
つ
も
開
け
閉
め
を
し
て
い
れ
ば
、
虫
に
喰
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
貝

原
益
軒
は
「
戸
枢
は
朽
ち
ず
、
流
水
は
腐
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
「
体
を
た
え
ず
動
か
す
」
こ

と
の
重
要
性
を
説
明
し
て
い
る
の
で
す
。
『
日
本
書
記
』
に
は
、
天
照
大
神
と
そ
の
妹
御
稚
日
女
尊
が
神

服
を
織
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

又
天
照
ら
す
大
神
の
方
に
神
衣
を
織
り
て
齋
服
殿
に
居
し
ま
す
を
見
て
、
天
の
斑
駒
を
剥
ぎ
て
、

殿
の
甍
を
穿
ち
て
投
げ
納
れ
き
。

　

稚
日
女
の
尊
、
齋
服
殿
に
坐
し
ま
し
て
、
神
之
御
服
を
織
り
た
ま
ひ
き
…
…
稚
日
女
の
尊
驚
き
て

機
よ
り
堕
ち
、
持
た
せ
る
梭
以
ち
て
、
体
を
痛
め
て
神
退
り
ま
し
き
。

　

貝
原
益
軒
は
こ
れ
を
例
に
し
て
、
「
身
を
時
々
労
動
し
」
「
四
民
と
も
に
事
を
よ
く
つ
と
む
べ
し
。
安
逸

な
る
べ
か
ら
ず
」
（
『
養
生
訓
』
）
と
、
士
農
工
商
の
各
層
が
自
ら
の
こ
と
（
仕
事
、
職
分
）
に
精
励
す
る
よ

う
勧
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
後
の
散
歩
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
適
度
の
運
動
を
説
い
て
い
ま
す
。
現

代
社
会
で
は
運
動
不
足
が
普
遍
的
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
朝
か
ら
晩
ま
で
オ
フ
ィ
ス
の
仕
事
で
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
人
に
は
、
日
頃
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
う
全
身
運
動
が
必
要
で
す
。
労
働
や
運
動

を
養
生
の
基
本
に
す
る
貝
原
益
軒
の
教
え
は
、
現
代
社
会
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
示
唆
に
富
む
も
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の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

貝
原
益
軒
は
、
肉
体
的
な
養
生
と
同
時
に
精
神
的
な
保
養
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
「
心
を
平
静
に
」
す

る
の
も
そ
の
精
神
的
な
保
養
に
帰
結
し
ま
す
。
個
人
の
人
生
に
お
け
る
精
神
的
快
楽
の
追
求
が
、
養
生
の

要
諦
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
貝
原
益
軒
は
、
人
生
に
お
け
る
精
神
的
快
楽
（
楽
し
み
）
が
な
い
と
、
養
生
の

意
味
が
失
わ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
『
養
生
訓
』
に
は
、
人
生
の
三
楽
と
し
て
「
身
に
道
を
行
ひ
、
ひ
が
事

な
く
し
て
善
を
楽
し
む
」
、
「
身
に
病
な
く
し
て
、
快
く
楽
し
む
」
、
「
命
な
が
く
し
て
久
し
く
た
の
し
む
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
楽
」
と
い
う
言
葉
は
『
養
生
訓
』
に
た
び
た
び
出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
養

生
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
す
。
益
軒
は
ま
た
、
そ
の
晩
年
に
『
楽
訓
』
を
著
し
て
、
「
楽
」

に
つ
い
て
論
じ
て
い
ま
す
。
「
楽
」
と
い
う
と
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
益
軒
に
と
っ
て

最
大
の
「
楽
」
は
、
「
身
に
道
を
行
」
う
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
道
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
天
地

の
「
道
」
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
「
道
」
を
行
う
の
が
「
人
間
世
の
最
楽
し
む
べ
き
事
」
（
『
家
道
訓
』
）
と
、

益
軒
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
益
軒
の
思
想
家
と
し
て
の
性
格
が
容
易
に
見
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

『
養
生
訓
』
で
は
、
「
親
戚
朋
友
の
乏
し
き
を
に
ぎ
は
し
、
貧
し
き
を
た
す
け
、
飢
寒
を
す
く
ひ
て
、
広
く

人
を
愛
し
、
善
を
行
な
ふ
べ
し
」
が
「
天
道
」
に
か
な
う
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。
善
を
行
う
の
は
天
道
に
か

な
う
と
同
時
に
、
徳
を
養
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
老
人
が
徳
を
養
う
に
は
、
ま
ず
欲
を
制
す
る
こ
と
を
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知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
『
論
語
・
季
氏
篇
』
の
三
戒

三

は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

の
一
つ
は
老
人
へ
の
戒
で
す
。
「
老
い
た
る
に
及
ん
で
は
、
血
気
す
で
に
衰
う
。
戒
め
は
得
（
貪
欲
、
金

銭
へ
の
執
着
）
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
欲
が
多
く
な
る
と
身
を
滅
ぼ
し
ま
す
。
そ
れ
は
徳
と
な
ら

な
い
だ
け
で
は
な
く
、
老
人
の
養
生
に
は
決
し
て
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
は
欲
を
慎
ん
で
人

に
善
を
行
っ
て
施
し
を
す
る
の
が
、
精
神
的
に
も
楽
し
く
、
健
康
に
も
有
益
で
す
。
唐
代
の
名
医
で
あ
る

孫
思
邈
も
そ
の
『
千
金
翼
方
』
（
巻
十
二
）
で
、
「
常
に
善
を
念
じ
て
悪
を
念
ず
る
こ
と
な
く
、
常
に
生
を

念
じ
て
殺
を
念
ず
る
こ
と
な
く
、
常
に
信
を
念
じ
て
欺
く
こ
と
を
念
じ
な
い
よ
う
に
す
る
」
の
を
「
老
人

の
道
」
と
し
て
い
ま
す
。
孫
思
邈
が
と
り
あ
げ
た
の
は
い
ず
れ
も
徳
を
養
う
こ
と
に
か
か
わ
る
も
の
で
す

が
、
こ
れ
が
老
人
の
心
の
あ
り
方
な
の
で
す
。

　

「
仁
者
は
寿
（
い
の
ち
な
が
き
）
な
り
」
と
い
う
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
孔
子
の
言
葉
で
す
が
、
仁
者
は
善

行
を
積
み
功
績
を
た
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
徳
を
養
い
、
身
を
養
い
ま
す
。
老
後
に
な
っ
て
か
ら
こ
そ
徳
を

養
い
、
晩
節
を
全
う
す
る
の
は
重
大
な
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
老
後
は
月
日
が
は
や
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
が
、
い
た
ず
ら
に
日
を
過
ご
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三　

「
君
子
に
三
戒
あ
り
、
少
き
時
は
血
気
い
ま
だ
定
ま
ら
ず
、
女
色
に
あ
る
。
そ
の
壮
に
な
る
に
及
ん
で
は
、
血
気
は
じ
め
て
剛
、

戒
め
は
闘
い
に
あ
る
。
そ
の
老
い
た
る
に
及
ん
で
は
、
血
気
す
で
に
衰
う
。
戒
め
は
得
（
貪
欲
）
に
あ
る
」
（
『
論
語
・
季
氏
篇
』
）
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た
だ
生
き
て
さ
え
い
れ
ば
よ
い
と
思
う
の
で
は
「
寿
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
貝
原
益
軒
の
求
め
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
な
す
事
な
く
楽
し
ま
ず
し
て
月
日
を
む
な
し
く
す
ご
さ
ば
、
千
年
を
ふ
と

も
か
ひ
な
か
る
べ
し
」
、
「
年
と
っ
て
後
は
一
日
を
も
っ
て
十
日
と
し
て
日
々
楽
し
む
」
（
『
養
生
訓
』
）
と
、

益
軒
が
さ
し
示
す
道
は
延
命
よ
り
む
し
ろ
余
生
の
一
日
一
日
を
惜
し
み
、
楽
し
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
楽

し
み
は
人
間
に
生
ま
れ
つ
き
あ
る
天
地
の
道
で
、
楽
し
ま
な
い
の
は
こ
れ
に
背
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

ん
な
る
長
生
き
は
益
軒
の
求
め
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
後
の
生
活
を
楽
し
む
の
が
天
地
の
道
に

か
な
い
ま
す
か
ら
、
楽
し
み
を
失
わ
な
い
の
は
老
人
の
養
生
の
基
本
で
す
。
老
後
の
一
日
は
千
金
に
値
し

ま
す
。
生
活
を
楽
し
む
の
は
老
人
の
養
生
に
と
っ
て
特
別
な
意
義
を
持
つ
こ
と
で
す
。
自
然
の
風
物
を
楽

し
み
、
草
木
を
愛
し
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
み
、
ま
た
静
か
に
本
を
読
ん
だ
り
詩
歌
を
吟
じ
た
り

し
て
、
従
容
と
し
て
閑
雅
、
恬
惔
な
余
日
を
楽
し
み
ま
す
。
そ
れ
は
心
か
ら
人
生
の
喜
び
を
か
み
し
め
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
生
活
の
楽
し
み
方
は
多
種
多
様
で
、
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

　

貝
原
益
軒
は
天
性
の
旅
行
好
き
で
、
旅
行
は
彼
の
生
活
の
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。
益
軒
は
福
岡
県
の

出
身
で
す
が
、
幼
い
時
に
親
と
江
戸
で
生
活
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二
十
歳
の
時
に
は
京
都
に
遊
学

し
ま
し
た
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）
に
父
親
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
福
岡
に
戻
っ
て
定
住
し
ま
し
た
。

当
時
三
十
六
歳
で
し
た
。
年
譜
に
よ
り
ま
す
と
、
彼
は
福
岡
か
ら
江
戸
ま
で
前
後
十
二
回
往
復
し
て
お
り
、

そ
れ
は
陸
路
だ
け
で
は
な
く
海
路
に
も
よ
り
ま
し
た
。
最
後
の
江
戸
行
き
の
時
は
す
で
に
六
十
二
歳
で
し
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た
。
益
軒
が
生
き
た
時
代
は
交
通
が
現
在
ほ
ど
便
利
で
は
な
く
、
旅
行
は
決
し
て
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
旅
行
は
益
軒
に
と
っ
て
た
ん
な
る
自
然
風
物
の
美
を
鑑
賞
す
る
機
会
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
自
身
の
視
野
を
広
げ
、
旺
盛
な
探
究
欲
を
満
た
し
、
幅
広
く
知
識
を
吸
収
す
る
機
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
旅
行
の
体
験
や
見
聞
が
平
明
な
和
文
で
情
趣
豊
か
に
記
さ
れ
る
紀
行
文
が
、
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
『
京
城
勝
覧
』
や
『
扶
桑
記
勝
』
な
ど
は
た
ん
な
る
旅
行
案
内
書
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
歴
史
、
地
理
、
風
俗
、
産
物
な
ど
が
う
か
が
え
る
も
の
で
、
今
日
の

研
究
者
に
と
っ
て
十
分
役
に
立
つ
記
録
で
す
。
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
も
貝
原
益
軒
が
筑
前
の
各
地
を
見

て
回
り
、
考
察
し
た
結
果
と
し
て
の
作
品
で
す
が
、
従
来
、
福
岡
の
郷
土
史
の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
資

料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
旅
行
は
、
探
究
心
の
旺
盛
な
貝
原
益
軒
に
は
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。
旅

先
で
「
其
里
人
に
あ
ひ
て
其
所
の
風
土
を
問
ひ
」
、
ま
た
「
其
里
に
お
ひ
出
た
る
名
産
の
こ
と
な
る
品
を

見
て
、
其
味
を
こ
こ
ろ
む
る
も
い
と
め
づ
ら
し
く
、
心
な
ぐ
さ
む
」
、
「
鄙
吝
を
あ
ら
ひ
す
す
ぐ
助
」
け
と

な
り
ま
す
。
旅
行
は
見
聞
を
広
め
、
知
識
を
獲
得
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
心
身
を
と
も
に
養
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
特
に
名
所
佳
境
に
の
ぞ
む
際
に
は
、「
青
山
夢
に
入
（
る
）
事
し
き
り
な
る
」
、
「
心
を
と

め
て
帰
る
事
を
忘
れ
ぬ
」
と
、
「
楽
し
く
て
蜀
を
思
わ
れ
な
い
（
楽
不
思
蜀
）
」
と
い
う
境
地
に
至
り
ま
す
。

数
多
く
あ
る
紀
行
文
の
う
ち
、
益
軒
が
特
に
京
都
へ
の
礼
賛
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
こ
と
は
目
立
っ
て
留
意

す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。
京
都
は
「
四
神
相
應
の
勝
境
な
る
事
」
、
「
天
府
の
国
な
れ
ば
萬
代
不
易
の
地
な
る
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べ
し
」
（
『
京
城
勝
覧
序
』
）
、「
高
尾
は
…
…
其
山
林
う
る
は
し
く
、
其
流
水
い
さ
ぎ
よ
し
。
す
ぐ
れ
た
る
佳

景
な
り
…
…
紅
葉
の
時
、
見
る
人
目
を
お
ど
ろ
か
す
」
（
『
扶
桑
記
勝
』
巻
七
）
な
ど
、
洛
中
洛
外
の
名
所

古
跡
や
京
の
町
小
路
の
由
来
な
ど
が
逐
一
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野
へ
の
思
い
入
れ
も
そ

の
紀
行
に
た
び
た
び
表
現
さ
れ
て
お
り
、
読
み
手
に
忘
れ
が
た
い
印
象
を
与
え
ま
す
。
吉
野
の
ひ
と
え
の

桜
が
「
山
谷
に
満
」
ち
、
「
目
を
驚
か
す
」
（
『
和
州
巡
覧
記
』
元
禄
九
年
〔
一
六
九
五
年
〕
）
。
吉
野
は
、
「
花

の
時
な
ら
で
も
、
こ
と
な
る
勝
地
也
。
花
の
時
は
さ
ら
な
り
。
吉
野
の
桜
は
皆
ひ
と
へ
な
り
。
こ
と
所
の

花
よ
り
色
こ
と
に
見
ゆ
。
夕
ば
え
な
ど
え
も
い
は
ざ
る
け
し
き
な
り
。
都
の
花
は
名
に
し
お
へ
れ
ど
、
桜

の
多
く
て
、
こ
と
に
色
ま
さ
れ
る
事
、
吉
野
に
し
く
は
な
し
。
お
そ
ら
く
は
世
界
第
一
の
花
な
る
べ
し

…
…
日
本
に
生
ま
れ
て
、
吉
野
の
花
見
ざ
ら
ん
は
う
ら
む
べ
し
」（
『
扶
桑
記
勝
』
正
徳
三
年
〔
一
七
一
三
年
〕
）
。

さ
ら
に
、
吉
野
の
桜
を
富
士
山
・
琵
琶
湖
・
那
智
の
滝
と
並
べ
て
、
「
海
内
奇
観
」
と
し
て
い
ま
す
。
京

都
は
益
軒
が
若
い
頃
の
遊
学
地
で
、
前
後
二
十
四
回
京
都
を
訪
れ
て
お
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
そ
の
足
跡

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
御
陵
村
に
、
文
徳
帝
の
御
陵
あ
り
。
小
山
の
如
し
。
…
…
沓
掛
村
、
是
よ
り
五

町
許
西
、
路
の
左
に
大
石
あ
り
」
（
『
西
北
記
行
』
）
。
御
陵
は
現
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地

で
す
が
、
『
西
北
紀
行
』
に
よ
る
と
、
そ
の
あ
た
り
は
益
軒
が
か
つ
て
足
を
運
ん
だ
地
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
貝
原
益
軒
は
そ
の
人
生
の
最
後
、
六
十
八
歳
の
時
、
妻
を
同
伴
し
て
京
都
の
名
勝
古
跡
を
一
年

半
を
つ
い
や
し
て
回
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
儒
者
で
は
じ
め
て
長
い
夫
婦
旅
行
を
楽
し
ん
だ
の
は
益
軒
で
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し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
京
都
は
貝
原
益
軒
の
最
も
好
き
な
町
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

「
長
生
き
す
れ
ば
、
楽
多
く
益
多
し
、
日
々
に
い
ま
だ
知
ら
ざ
る
事
を
し
り
、
月
々
に
い
ま
だ
能
せ
ざ

る
事
を
よ
く
し
、
こ
の
故
に
、
学
問
の
長
進
す
る
事
も
、
知
識
の
明
達
な
る
事
も
、
長
生
せ
ざ
れ
ば
得
が

た
し
」
。
貝
原
益
軒
は
知
識
を
求
め
、
学
問
を
修
め
る
こ
と
を
人
生
の
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
養
生
を
講
じ
て
長
生
き
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
益
軒
は
一
介
の
書

生
と
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
読
書
を
楽
し
み
と
し
な
が
ら
も
、
黒
田
藩
の
城
主
三
代
、
黒
田
忠
之
、
光
之
、

綱
正
の
近
侍
と
し
て
四
十
余
年
間
仕
え
ま
し
た
。
そ
の
間
読
書
を
怠
ら
ず
、
知
識
を
蓄
積
し
て
い
き
ま
す

が
、
身
が
思
う
と
お
り
に
な
ら
な
い
の
で
、
従
容
と
し
て
文
筆
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
七
〇
〇
年
、
益
軒
が
辞
官
し
て
黒
田
藩
か
ら
四
十
年
ほ
ど
押
し
つ
け
ら
れ
て
き
た
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ

た
と
き
に
は
、
す
で
に
七
十
歳
で
し
た
。
晩
年
の
益
軒
は
、
読
書
や
著
述
を
生
活
の
楽
し
み
と
し
て
い
ま

す
。
「
昼
夜
書
を
見
、
物
を
書
候
事
は
今
に
お
い
て
あ
ら
ず
候
、
此
頃
軍
記
な
ど
か
り
候
て
見
候
に
も
一

日
に
十
四
巻
は
怠
り
申
さ
ず
候
」
。
こ
れ
は
八
十
三
歳
の
時
に
友
人
に
あ
て
た
手
紙
の
一
節
で
す
が
、
一

日
に
軍
記
も
の
な
ら
十
四
巻
は
欠
か
さ
ず
に
読
ん
で
い
る
と
い
う
あ
た
り
、
生
涯
読
書
好
き
の
書
生
の
姿

が
浮
き
彫
り
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
益
軒
は
よ
う
や
く
著
述
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
老
境
に
達
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
精
力
的
に
著
述
活

動
に
身
を
投
じ
て
膨
大
な
著
作
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
お
よ
そ
百
部
二
百
数
十
巻
に
及
ぶ
益
軒
の
著
作
の
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ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
時
期
に
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　
　

七
十
一
歳　
　
　

『
近
世
武
家
編
年
録
』
『
宗
像
郡
風
土
記
』
『
儘
行
訓
語
』

　
　

七
十
二
歳　
　
　

『
音
楽
紀
聞
』
『
扶
桑
記
勝
』

　
　

七
十
三
歳　
　
　

『
黒
田
忠
之
公
譜
』
『
点
例
』
『
和
歌
紀
聞
』
『
五
倫
訓
』
『
君
子
訓
』

　
　

七
十
四
歳　
　
　

『
宗
像
三
社
縁
起
』
『
菜
譜
』

　
　

七
十
五
歳　
　
　

『
古
詩
断
句
』
『
鄙
事
記
』

　
　

七
十
六
歳　
　
　

『
古
詩
古
諺
』

　
　

七
十
八
歳　
　
　

『
大
和
俗
訓
』

　
　

七
十
九
歳　
　
　

『
大
和
本
草
』
『
岐
蘇
路
記
』
『
篤
信
一
世
用
財
記
』

　
　

八
十
歳　
　
　
　

『
楽
訓
』
『
和
俗
童
子
訓
』

　
　

八
十
一
歳　
　
　

『
岡
湊
神
社
縁
起
』
『
有
馬
名
所
記
』
『
五
常
訓
』
『
家
道
訓
』

　
　

八
十
二
歳　
　
　

『
心
画
規
範
』
『
自
娯
集
』

　
　

八
十
三
歳　
　
　

『
養
生
訓
』
『
諸
州
巡
覧
記
』
『
日
光
名
勝
記
』

　
　

八
十
四
歳　
　
　

『
愼
思
録
』
『
大
疑
録
』
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ひ
と
息
で
も
息
の
あ
る
間
は
、
勉
学
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
「
学
問
の
長
進
す
る
事
も
、
知
識

の
明
達
な
る
事
も
長
生
せ
ざ
れ
ば
得
が
た
し
」
と
い
っ
て
、
養
生
を
講
じ
て
い
ま
す
。
貝
原
益
軒
の
最
後

の
著
作
は
、
朱
子
学
の
体
系
へ
疑
問
を
投
げ
か
け
た
『
大
疑
録
』
で
す
が
、
そ
れ
を
書
き
終
え
た
二
ヶ
月

後
、
彼
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
八
十
四
歳
で
し
た
。
益
軒
の
晩
年
は
実
り
豊
か
な
収
穫
の
季
節
と
い

え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
人
生
の
道
標
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

貝
原
益
軒
は
『
養
生
訓
』
に
お
い
て
、
特
に
「
慎
病
（
病
を
慎
む
）
」
の
一
巻
を
お
こ
し
、
病
気
に
つ

い
て
論
じ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
第
一
で

す
が
、
そ
れ
は
日
頃
の
養
生
を
講
じ
る
目
的
で
も
あ
り
ま
し
た
。
「
良
医
は
病
無
き
の
病
を
な
お
す
」
（
『
准

南
子
・
説
山
訓
』
）
、
「
聖
人
は
已
に
病
む
を
治
せ
ず
し
て
、
ま
だ
病
ま
ざ
る
を
治
す
」
（
『
黄
帝
内
経
・
素
問
』

四
気
調
神
大
論
篇
）
と
い
う
よ
う
な
言
葉
に
は
、
中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
予
防
医
学
の
思
想
が
端
的
に

表
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
ら
な
い
う
ち
に
病
気
を
治
す
、
つ
ま
り
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
の
で
す
。
中
国

の
伝
統
医
学
で
は
、
病
気
が
現
れ
る
前
に
身
体
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

養
生
を
講
じ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
の
調
和
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
気
の
調

和
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
病
状
が
表
に
現
れ
て
い
な
く
と
も
、
体
内
の
異
常
を
察
知
し
て
適
切

な
処
置
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
状
が
発
見
さ
れ
る
前
の
状
態
に
回
復
さ
せ
ま
す
。
で
す
か
ら
「
未
病

を
治
す
」
こ
と
は
、
予
防
医
学
と
し
て
の
養
生
の
必
要
性
を
促
す
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
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の
で
す
。
貝
原
益
軒
は
、「
慎
病
」
を
論
じ
る
際
に
繰
り
返
し
「
未
病
を
治
す
」
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
真
意
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
人
間
の
体
が
生
身
（
な
ま
み
）
で
あ
る
以
上
、
ど
ん
な
に
養
生
に
気
を
配
っ
て
も
病
気
に
か

か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
気
血
が
衰
え
て
身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
故
障

が
出
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
平
素
か
ら
養
生
に
心
が
け
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

万
一
病
気
に
な
っ
た
時
に
は
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
『
養
生
訓
』
の
中
に
は
、
病
人
の

心
得
が
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
病
気
に
冒
さ
れ
て
治
療
生
活
に
入
っ
た
時
に
は
二
つ
の
心
構
え
が

必
要
で
、
そ
れ
は
治
療
中
の
養
生
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
「
心
を
つ
と
め
て
、
安
ら
か

に
し
、
医
者
に
ま
か
せ
る
こ
と
、
あ
せ
っ
て
い
そ
い
で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
春
夏

秋
冬
と
移
り
変
わ
る
季
節
そ
れ
ぞ
れ
に
即
し
た
養
生
の
事
項
な
ど
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
平
明
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
す
。
注
意
す
べ
き
は
、
第
六
巻
「
慎
病
」
に
は
病
人
の
こ
と
を
論
じ

た
部
分
は
三
分
の
一
し
か
な
く
、
三
分
の
二
は
「
択
医
（
医
者
の
選
び
方
）
」
の
論
で
あ
る
こ
と
で
す
。
医

の
職
は
社
会
生
活
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
職
業
で
す
が
、
医
術
の
良
拙
は
人
の
生
死
に
か
か
わ
り
ま

す
。
貝
原
益
軒
は
「
択
医
」
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。
「
保
養
の
道
は
、
み
づ
か
ら
病
を
慎
む
の

み
な
ら
ず
、
又
医
を
よ
く
え
ら
ぶ
べ
し
。
天
下
に
も
か
え
が
た
き
父
母
の
身
、
わ
が
身
を
以
て
庸
医
の
手

に
ゆ
だ
ぬ
る
は
あ
や
う
し
。
医
の
良
拙
を
知
ら
ず
し
て
、
父
母
子
孫
病
す
る
と
き
に
庸
医
に
ゆ
だ
ぬ
る
は
、
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不
孝
・
不
慈
に
比
す
」
（
『
養
生
訓
』
）
。
益
軒
に
よ
れ
ば
、
医
者
の
選
択
は
生
死
に
か
か
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、

ま
た
人
倫
の
道
と
し
て
の
孝
を
尽
く
す
う
え
で
重
要
な
こ
と
で
す
。
彼
は
医
術
の
良
拙
に
よ
っ
て
医
者
を

上
医
・
中
医
・
下
医

四

と
、
ま
た
徳
の
上
下
に
よ
っ
て
君
子
医
・
小
人
医
と
を
分
け
て
い
ま
す
。
医
者
は

人
間
と
し
て
優
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
職
業
と
し
て
の
医
術
ま
で
一
貫
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
医
は
仁
術
な
り
」
と
は
周
知
の
言
葉
で
す
。
医
者
は
、
人
の
生
死
に
か
か
わ
る
重
大
な
職

務
を
遂
行
す
る
た
め
に
朝
夕
錬
磨
の
功
を
積
む
べ
き
で
す
が
、
ま
た
、
仁
を
施
す
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

医
は
病
者
を
救
は
ん
た
め
の
術
な
れ
ば
、
病
家
の
貴
賤
貧
富
の
別
な
く
心
を
尽
く
し
て
病
を
治
す
べ

し
。

病
人
の
貴
賤
に
よ
ら
ず
、
治
を
ほ
ど
こ
す
べ
し
。
是
れ
医
と
な
る
人
の
本
意
な
り
。
（
『
養
生
訓
』
）

　

医
の
道
は
あ
く
ま
で
も
人
の
道
（
人
道
）
で
す
が
、
己
の
利
益
を
求
め
る
〝
小
人
医
〟
や
、
医
術
に
疎

四　

『
黄
帝
内
経
・
霊
枢
』
に
お
い
て
「
工
」
あ
る
い
は
「
医
工
」
と
呼
ば
れ
る
医
師
は
、
そ
の
医
術
の
良
拙
に
よ
っ
て
上
工
、
中
工
、

下
工
と
三
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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い
庸
医
（
藪
医
者
）
の
こ
と
が
当
時
の
記
載
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
「
只
、
身
の
利
養
を
以
て
、
志
と
す
る
は
、

是
わ
が
た
め
に
す
る
小
人
医
な
り
」
、
「
是
医
の
本
意
を
失
へ
り
」
。
益
軒
の
痛
烈
な
批
判
は
医
者
に
と
っ

て
耳
が
痛
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
三
百
年
後
の
今
日
も
通
用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
只
、
略
医
術
に
通
じ
て
、
医
の
良
拙
を
わ
き
ま
へ
、
本
草
を
か
ん
が
へ
、
薬
性
と

食
物
の
良
毒
を
し
り
、
方
書
を
よ
ん
で
、
日
用
急
切
の
薬
を
調
和
し
、
医
の
来
ら
ざ
る
時
、
急
病
を
治
し
、

医
の
な
き
里
に
居
、
或
（
は
）
旅
行
し
て
小
疾
を
い
や
す
は
、
身
を
や
し
な
ひ
、
人
を
す
く
ふ
の
益
あ
れ
ば
、

い
と
ま
あ
る
人
は
、
す
こ
し
心
を
用
ゆ
べ
し
」
と
も
あ
り
ま
す
。
少
し
医
学
知
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
信

頼
で
き
る
医
者
を
選
び
、
医
者
の
間
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に

よ
っ
て
万
が
一
の
時
に
備
え
る
の
は
自
分
の
た
め
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
も
助
け
ま
す
。
益
軒
の

助
言
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
も
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

「
択
医
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
用
薬
」
に
つ
い
て
も
長
い
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
ま
す
。
「
薬
は
毒
な
り
」
、

つ
ま
り
薬
は
も
と
も
と
害
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
乱
用
は
人
の
健
康
を
損
な
い
ま
す
。
「
人
故
な
く
ば
薬

を
餌
う
べ
か
ら
ず
。
偏
に
助
く
れ
ば
蔵
前
不
平
に
し
て
病
生
ず
」
（
孫
思
邈
『
千
金
翼
方
』
）
。
現
在
で
も
、

薬
の
乱
用
に
よ
っ
て
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
よ
く
問
題
に
な
り
ま
す
。
薬
の
害
を
減
ら
し
て
効
果
を
高

め
る
よ
う
に
使
う
こ
と
が
真
の
医
者
と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
み
だ
り
に
薬
を
投
与
す
る
の
は
仁
術
と
し

て
の
医
の
本
意
に
反
す
る
も
の
で
、
医
者
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
「
良
医
の
薬
を
用
る
は
、
臨
機
応
変
と
て
、
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病
人
の
寒
熱
虚
実
の
機
に
の
ぞ
み
、
其
時
の
変
に
応
じ
て
、
宜
に
従
ふ
。
必
（
ず
）
一
法
に
拘
ら
ず
。
た

と
へ
ば
、
善
く
戦
ふ
良
将
の
、
敵
に
の
ぞ
ん
で
変
に
応
ず
る
が
如
し
」
（
『
養
生
訓
』
）
。
良
将
が
兵
を
用
い

る
よ
う
に
、
応
病
用
薬
、
臨
機
応
変
の
処
置
を
行
え
る
か
否
か
が
良
医
の
境
目
で
す
。
「
用
薬
」
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
薬
の
性
質
、
薬
草
の
配
合
、
煎
じ
方
な
ど
が
こ
と
細
か
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
薬
量

な
ど
に
つ
い
て
も
、
中
国
人
と
違
っ
て
日
本
人
の
体
質
に
即
し
て
日
本
の
風
土
に
合
う
よ
う
に
そ
の
飲
み

方
が
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
七
巻
の
「
用
薬
」
で
最
も
留
意
す
べ
き
は
、
自
然
治
癒
を
唱
え
て
い
る
点
で
す
。
「
薬
の
ま
ず
し
て
、

お
の
づ
か
ら
い
ゆ
る
病
多
し
。
是
を
し
ら
で
、
み
だ
り
に
薬
を
用
て
、
薬
に
あ
て
ら
れ
て
病
を
ま
し
、
食

を
さ
ま
た
げ
、
久
し
く
い
え
ず
し
て
、
死
に
い
た
る
も
亦
多
し
。
薬
を
用
ふ
る
事
つ
つ
し
む
べ
し
」
（
『
養

生
訓
』
）
。
「
薬
の
ま
ず
、
お
の
づ
か
ら
い
ゆ
る
」
と
は
自
然
治
癒
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
人
間
の
体
に

自
然
に
備
わ
っ
て
い
る
平
衡
回
復
の
能
力
で
す
。
自
然
治
癒
の
体
験
を
今
日
の
多
く
の
人
は
失
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
軽
い
病
気
で
も
医
者
に
か
か
り
、
い
ろ
い
ろ
な
薬
を
飲
ま
さ
れ
た
り
、
注
射
を
打
た

れ
た
り
し
て
、
病
状
は
薬
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
ま
す
。
「
薬
は
み
な
毒
あ
り
」
、
「
病
傷
は
猶
ほ
療
す
べ
し
、

薬
傷
は
最
も
医
し
難
し
（
病
傷
猶
可
療
、
薬
傷
最
難
医
）
」
。
病
気
を
治
す
た
め
に
薬
を
飲
む
の
は
や
む
え

な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
は
薬
が
病
気
に
合
う
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
病
気
に
合
っ
て

飲
め
ば
よ
い
の
で
す
が
、
病
気
に
合
わ
な
い
も
の
を
飲
め
ば
、
知
ら
な
い
う
ち
に
そ
の
害
を
受
け
て
し
ま
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い
ま
す
。
で
す
の
で
、
用
薬
を
畏
れ
て
そ
れ
を
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
く
益
軒
の
言
う

と
お
り
、
多
く
の
病
気
は
、
例
え
ば
風
邪
な
ど
に
か
か
っ
た
時
な
ど
は
、
一
定
の
経
過
を
た
ど
れ
ば
治
る

も
の
で
す
。
体
が
自
然
治
癒
の
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
薬
を
飲
む
よ
り
む
し
ろ
保
養
に
努
め
て
病

気
が
自
然
に
治
る
の
を
待
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
実
に
は
多
く
の
人
に
そ
の
点
が

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
実
は
、
貝
原
益
軒
は
多
く
の
自
然
治
癒
の
体
験
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
体
験
に

即
し
て
自
然
治
癒
を
唱
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

『
養
生
訓
』
は
益
軒
八
十
三
歳
、
数
え
八
十
四
歳
の
時
の
著
作
で
す
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
思
想
家
と

し
て
の
彼
の
知
恵
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
養
生
の
体
験
が
書
か
れ
た
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
『
養
生
訓
』
は
、
江
戸
時
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
時
代
に
お
け
る
養
生
思
想
に
強
い

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
は
、『
養
生
訓
』
が
こ
の
世
に
出
て
か
ら
三
百
年
を
迎
え
る
年
で
す
。

『
養
生
訓
』
の
前
に
も
後
に
も
養
生
に
関
す
る
書
物
は
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
『
養
生
訓
』
ほ
ど
長
く

読
み
継
が
れ
て
い
る
書
物
は
稀
で
す
。
わ
た
し
は
約
二
十
年
前
に
初
め
て
『
養
生
訓
』
を
読
み
、
そ
れ
以

来
何
度
も
読
み
か
え
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
『
養
生
訓
』
を
あ
ら
た
め
て
熟
読
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
め

ぐ
ま
れ
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
は
現
代
社
会
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
の
健
康
へ
の
道
、
天
寿
の
域
に
い
た
る
道
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
人
の
命
は
我
に
あ
り
、
天

に
あ
ら
ず
」
と
は
老
子
の
言
葉
で
す
が
、
貝
原
益
軒
の
好
き
な
言
葉
の
ひ
と
つ
で
す
。
人
生
は
一
度
し
か
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あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
生
き
を
し
て
そ
の
人
生
の
喜
び
を
か
み
し
め
た
い
と
思
う
の
は
わ
れ
わ
れ
共
通
の
願

い
で
し
ょ
う
。
世
の
中
に
養
生
の
道
は
あ
り
ま
す
が
、
長
生
き
の
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
養
生
を
講
じ
て
欲

を
抑
え
、
自
分
の
行
い
を
慎
む
こ
と
こ
そ
が
、だ
れ
も
が
天
寿
を
全
う
す
る
た
め
の
道
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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発表を終えて

　今年の京都の冬は格別に寒かったです。発表の 2 月 14 日には雨が降り

ました。寒い中、大勢の方々に日文研フォラームにご来場いただき、感謝

の気持ちでいっぱいです。また、発表後、皆様から多くのお手紙が寄せら

れましたことを大変うれしく思います。

　昨年 10 月、日文研の外国人研究員として京都に来ました。京都は十年

ぶりです。年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず。京都の風物は依

然として美しく変わらないものでしたが、人は年ごとに変わってきたので

はないでしょうか。

　京都には日本の伝統文化が根づいています。今回の研究テーマは日本医

学史に関するものです。半井家に所蔵されていた日本最古、最高の医学典

籍『医心方』、国宝として指定され、仁和寺が所蔵する最古の『黄帝内経太素』

写本など、京都は実に医学史研究に関する貴重な資料が豊富なところです。

また、古都たる京都はその歴史上において、世間の注目を浴びる人物が多

く輩出しています。医学においても傑出した学者が多くあらわれ、道三流

医学、即ち朱子学的医学に対して最初の批判を行った名古屋玄医、実験医

学を唱えた吉益東洞、日本最初の解剖書たる『臓志』を著した山脇東洋な

どは、すべて京都に門戸を開いていました。京都は江戸に西洋医学が興っ

てくるまで日本の医学をリードしていたのです。今回の講演における中心

的人物、貝原益軒も若い時京都に遊学して、京都と深い関係を結んでいま

した。この講演をきっかけに、引き続き貝原益軒に関する研究を進めてい

きたいと考えています。

　わたしにとって日文研は、日本学研究のメッカのような存在です。信者

がメッカに巡礼を行うような気持ちで日文研に来ています。これほど貴重

な機会を与えてくださった日文研の方々に心から感謝いたします。特に、

わたしの研究に、いつも多くの貴重なご教示を賜り、またいろいろな面で

大変お世話をいただいているコメンテーターの稲賀繁美教授に厚く御礼を

申し上げます。



日文研フォーラムの過去の開催一覧ならびに報告書の全文は、

日文研のホームページでご覧いただけます。

http://www.nichibun.ac.jp/event/archive/forum.html
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